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嘉
靖
三
四
(
-
五
五
五
）
年
初
頭
か
ら
江
南
・
浙
江
に
お
け
る
倭
寇
の
活
動
が
激
化
す
る
な
か
で
、
浙
江
巡
按
胡
宗
憲
は
強
硬
な
武
力
討

伐
策
を
進
め
る
浙
直
総
督
張
経
を
批
判
し
、
朝
廷
の
厳
嵩
．
趙
文
華
を
後
ろ
楯
と
し
て
一
連
の
弾
劾
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
張
経
は
同
年

五
月
に
浙
直
総
督
を
罷
免
さ
れ
、
六
月
に
は
胡
宗
憲
が
浙
江
巡
撫
に
昇
任
し
、
秋
に
は
蒋
洲
・
陳
可
願
を
日
本
に
派
遣
し
て
、
日
本
宣
諭
と

王
直
招
撫
を
実
行
に
移
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
一
方
、
同
年
四
月
に
は
徽
州
出
身
の
「
布
衣
」
鄭
舜
功
が
、
兵
部
に
対
し
日
本
に
渡
航
し
て

宣
諭
を
行
う
こ
と
を
提
言
し
、
嘉
靖
帝
の
裁
可
を
経
て
彼
の
日
本
派
遣
が
実
施
さ
れ
た
。
鄭
舜
功
が
の
ち
に
著
し
た
『
日
本
一
鑑
』
に
よ
れ

ば
、
彼
は
翌
嘉
靖
三
五
(
-
五
五
六
）
年
五
月
ご
ろ
に
日
本
に
渡
航
し
た
が
(
l
)

、
翌
嘉
靖
三
六
(
-
五
五
七
）
年
三
月
ご
ろ
に
帰
国
し
た
直

後
、
新
た
に
浙
直
総
督
と
な
っ
た
胡
宗
憲
に
よ
っ
て
投
獄
さ
れ
、
嘉
靖
四
二
(
-
五
六
三
）
年
に
胡
宗
憲
が
解
任
さ
れ
る
ま
で
、
七
年
間
に

わ
た
り
拘
禁
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
(
2
)
0

鄭
舜
功
の
入
獄
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
浙
直
総
督
の
交
替
に
と
も
な
う
政
治
的
軋
礫
に
注
目
し
、
旧
総
督
楊
宜
が
派
遣
し
た
鄭
舜
功

を
、
胡
宗
憲
が
投
獄
し
た
経
過
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
(
3
)

。
近
年
で
は
、
曹
永
憲
・
察
眼
沫
が
王
直
と
徽
州
人
海
商
・
官
僚
の
関
係
を
論
じ
る

鄭
舜
功
の
家
系
と
そ
の
貿
易
活
動
（
夏
）

は

じ

め

に

鄭
舜
功
の
家
系
と
そ
の
貿
易
活
動

|
ー
日
本
宣
諭
の
背
景
と
し
て

夏

歓
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東
洋
史
論
集
五
〇

と
と
も
に
、
胡
宗
憲
の
次
男
胡
桂
奇
が
著
し
た
『
胡
公
行
実
』
の
記
事
に
よ
っ
て
、
鄭
舜
功
が
帰
国
直
後
に
日
本
使
節
と
結
託
し
て
互
市
の

開
始
を
求
め
た
た
め
、
胡
宗
憲
に
弾
劾
さ
れ
て
投
獄
さ
れ
た
の
だ
と
論
じ
て
い
る
(
4
)

。
た
だ
し
『
胡
公
行
実
』
は
胡
桂
奇
が
胡
宗
憲
に
よ
る

倭
寇
鎮
圧
の
功
績
を
顕
彰
す
る
た
め
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
り
、
胡
宗
憲
が
日
本
と
の
「
互
市
」
再
開
に
反
対
し
て
い
た
と
い
う
記
述
を
、

そ
の
ま
ま
信
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
近
年
の
研
究
で
は
、
胡
宗
憲
は
王
直
招
撫
に
際
し
て
、
日
本
と
の
互
市
再
開
も
構
想
し
て
い
た
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
(
5
)
0

先
行
研
究
で
は
鄭
舜
功
の
入
獄
事
件
を
、
鄭
舜
功
自
身
の
『
日
本
一
鑑
』
の
ほ
か
、
胡
桂
奇
の
『
胡
公
行
実
』
や
胡
宗
憲
幕
下
の
鄭
若
曾

に
よ
る
『
竿
壽
海
図
編
』
、
お
よ
び
『
世
宗
実
録
』
な
ど
の
記
事
に
よ
り
論
じ
て
き
た
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
史
料
で
は
、
鄭
舜
功
の
渡
日
・
帰

国
・
入
獄
・
雪
冤
の
経
過
に
つ
い
て
記
す
も
の
の
、
彼
が
日
本
宣
諭
を
企
図
し
た
動
機
や
、
日
本
渡
航
以
前
の
動
向
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど

伝
え
て
い
な
い
。

し
か
し
近
年
、
下
利
は
安
徽
省
博
物
館
所
蔵
の
『
双
橋
鄭
氏
宗
譜
』
（
万
暦
五
[
-
五
七
七
]
年
写
本
）
所
収
の
、
鄭
舜
功
の
祖
父
鄭
廉
の

墓
誌
を
紹
介
し
、
鄭
廉
が
徽
州
・
浙
江
一
帯
で
商
業
に
従
事
す
る
徽
州
（
新
安
）
商
人
で
あ
り
、
鄭
廉
の
没
後
、
鄭
舜
功
が
国
子
監
祭
酒
で

あ
っ
た
陸
深
に
そ
の
墓
誌
銘
の
執
筆
を
依
頼
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
下
利
は
ま
た
『
胡
公
行
実
』
の
記
事
に
よ
り
、
鄭
舜
功
が
も
と

も
と
私
貿
易
商
人
で
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
(
6
)

。
下
利
の
論
考
は
、
従
来
の
研
究
で
は
不
明
確
で
あ
っ
た
鄭
舜
功
の
家
系
と
、
日
本

渡
航
以
前
の
経
歴
を
明
ら
か
に
し
た
重
要
な
成
果
で
あ
る
。

さ
ら
に
陸
深
の
文
集
『
懺
山
集
』
に
は
、
下
利
も
紹
介
し
て
い
な
い
鄭
廉
の
墓
誌
銘
や
祭
文
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
お
よ
び
同
時
代
の
他

の
文
集
に
も
、
鄭
廉
と
士
大
夫
と
の
交
友
関
係
を
示
す
記
事
が
残
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
『
胡
公
行
実
』
・
『
竿
壽
海
図
編
』
・
『
双
橋

鄭
氏
宗
譜
』
・
『
日
本
一
鑑
』
・
『
懺
山
集
』
な
ど
を
総
合
的
に
利
用
し
、
鄭
舜
功
の
祖
父
商
人
鄭
廉
の
商
業
活
動
と
官
界
で
の
人
脈
、
お
よ
び

鄭
舜
功
の
海
商
と
し
て
の
活
動
を
検
討
し
、
鄭
舜
功
に
よ
る
日
本
宣
諭
の
背
景
と
そ
の
意
図
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。
さ
ら
に
鄭
舜
功
入
獄

事
件
の
経
緯
に
つ
い
て
も
、
鄭
舜
功
と
胡
宗
憲
の
海
外
貿
易
再
開
問
題
に
対
す
る
立
場
の
相
違
に
注
目
し
て
、
再
検
討
を
試
み
る
こ
と
に
し

た
い
。
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(
1
)
胡
宗
憲
の
日
本
宣
諭
・
王
直
招
撫
案

倭
寇
対
応
策
を
め
ぐ
る
胡
宗
憲
と
鄭
舜
功
の
行
動

拙
稿
で
も
論
じ
た
よ
う
に
、
嘉
靖
三
四
年
初
頭
か
ら
、
浙
江
巡
按
御
史
胡
宗
憲
は
、
内
閣
首
輔
厳
嵩
と
エ
部
右
侍
郎
趙
文
華
を
後
ろ
盾
に

し
て
、
強
硬
な
武
力
討
伐
策
を
推
進
す
る
総
督
張
経
を
牽
制
す
る
と
と
も
に
、
日
本
宣
諭
案
と
脇
従
招
撫
案
の
実
現
に
向
け
た
準
備
を
進
め

つ
つ
あ
っ
た
。
同
年
四
月
、
礼
部
が
日
本
宣
諭
案
に
賛
意
を
示
す
と
、
胡
宗
憲
は
総
督
張
経
を
弾
劾
す
る
と
と
も
に
、
日
本
宣
諭
と
海
商
召

還
も
提
案
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
同
年
の
秋
に
は
蒋
洲
・
陳
可
願
が
日
本
に
派
遣
さ
れ
、
倭
寇
鎮
圧
を
宣
諭
す
る
こ
と
に
な
る
(
7
)

。
張
経
は
同

年
五
月
に
浙
直
総
督
を
罷
免
さ
れ
、
翌
嘉
靖
三
五
年
七
月
二
五
日
に
は
京
師
に
械
送
さ
れ
、
つ
い
で
処
刑
さ
れ
た
。
一
方
、
同
年
二
月
に
は

胡
宗
憲
が
浙
直
総
督
に
昇
任
し
、
倭
寇
対
応
の
総
責
任
者
と
し
て
、
王
直
招
撫
を
中
心
と
す
る
倭
寇
懐
柔
策
を
進
め
て
い
っ
た
(
8
)
0

胡
宗
憲
に
よ
る
王
直
招
撫
の
実
施
経
過
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
田
中
健
夫
・
山
崎
岳
が
、
『
世
宗
実
録
』
な
ど
の
記
事
に
よ
り
詳
細
に
検
討

し
て
お
り
(
9
)

、
こ
こ
で
も
こ
れ
ら
の
研
究
に
基
づ
い
て
、
そ
の
経
過
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。
嘉
靖
三
四
年
七
月
、
生
員
の
蒋
洲
・
陳
可
願

が
浙
江
布
政
使
司
か
ら
市
舶
司
属
官
の
肩
書
き
を
与
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
正
使
・
副
使
と
し
て
九
月
に
浙
江
定
海
か
ら
日
本
に
出
航
し
た
(
1
0
)
0

彼
ら
は
「
禁
載
島
夷
」
（
倭
寇
禁
止
を
日
本
国
王
に
求
め
る
）
と
と
も
に
、
「
招
還
通
商
番
犯
」
（
密
貿
易
者
を
召
還
す
る
）
と
い
う
任
務
を
与

え
ら
れ
て
い
た
(11)

。
彼
ら
は
ま
ず
五
島
に
お
い
て
王
直
と
面
会
し
、
明
朝
に
帰
順
し
て
帰
国
す
れ
ば
、
「
前
罪
不
問
」
（
罪
を
許
す
）
・
「
且
寛

海
禁
」
（
海
禁
を
緩
和
す
る
）
・
「
許
東
夷
市
」
（
日
本
と
の
互
市
を
容
認
す
る
）
と
い
う
、
胡
宗
憲
の
内
意
を
伝
え
た
と
い
う
(12)

。
つ
い
で
蒋

洲
は
王
直
と
と
も
に
豊
後
に
赴
い
て
大
友
義
鎮
と
面
会
し
、
そ
の
実
弟
で
あ
っ
た
山
口
の
大
内
義
長
に
も
使
者
を
送
っ
て
、
倭
寇
禁
圧
に
関

す
る
明
朝
の
要
求
を
伝
え
た
(13)

。
そ
の
結
果
、
王
直
は
明
朝
に
帰
順
す
る
意
を
決
め
、
大
友
義
鎮
と
大
内
義
長
も
王
直
と
と
も
に
明
朝
に
使

節
を
派
遣
し
、
明
朝
に
謝
罪
し
て
朝
貢
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
(
1
4
)
0

嘉
靖
三
六
年
一

0
月
、
王
直
は
徳
陽
と
と
も
に
舟
山
群
島
に
来
航
し
、
明
朝
に
帰
順
す
る
意
を
示
し
、

鄭
舜
功
の
家
系
と
そ
の
貿
易
活
動
（
夏
）

―
一
月
に
は
胡
宗
憲
に
投
降
し
た
。
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(
2
)
鄭
舜
功
の
渡
日
要
請

東
洋
史
論
集
五
〇

し
か
し
浙
江
地
方
の
官
民
は
王
直
の
真
意
を
疑
い
、
朝
廷
で
も
王
直
の
婦
順
を
許
す
こ
と
に
は
批
判
が
強
か
っ
た
(15)

。
こ
れ
に
対
し
、
胡
宗

憲
は
大
友
・
大
内
氏
に
朝
貢
と
互
市
を
認
め
る
と
と
も
に
、
王
直
は
死
罪
を
免
じ
、
沿
海
の
軍
衛
で
海
防
に
従
事
さ
せ
罪
を
償
わ
せ
る
と
い

う
処
置
案
を
上
奏
し
よ
う
と
し
た
(16)

。
し
か
し
浙
江
巡
按
御
使
の
王
本
固
は
こ
の
処
置
案
を
批
判
し
、
江
浙
の
人
々
も
胡
宗
憲
が
王
直
や
日

本
人
の
賄
賂
を
受
け
て
互
市
容
認
と
王
直
の
赦
免
を
提
案
し
た
の
だ
と
噂
し
た
(17)

。
最
終
的
に
、
胡
宗
憲
も
王
直
の
処
罰
を
求
め
ざ
る
を
得

ず
、
嘉
靖
三
八
年
―
二
月
、
王
直
は
杭
州
で
処
刑
さ
れ
た
。
の
ち
に
嘉
靖
四
一
(
-
五
六
二
）
年
に
胡
宗
憲
の
幕
下
で
刊
行
さ
れ
た
『
年
需
海

図
編
』
で
は
、
胡
宗
憲
の
王
直
招
撫
案
は
、
あ
く
ま
で
王
直
を
捕
縛
す
る
た
め
の
策
略
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
(
1
8
)
0

明
代
に
は
一
般
民
衆
も
朝
廷
に
直
接
建
言
を
行
う
こ
と
が
許
さ
れ
て
お
り
、
嘉
靖
年
間
に
は
倭
寇
対
策
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、
「
万
民
に
開
か

れ
た
献
策
制
度
」
が
行
わ
れ
て
い
た
(19)

。
嘉
靖
三
三
(
-
五
五
四
）
年
の
浙
江
巡
按
胡
宗
憲
の
題
奏
「
題
為
献
愚
忠
以
図
安
攘
事
」
に
も
、

寧
波
府
定
海
県
の
監
生
や
生
員
が
、
日
本
に
遣
使
し
て
倭
寇
禁
圧
を
宣
諭
す
る
こ
と
を
要
請
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
(
2
0
)
0

『
日
本
一
鑑
』
に
よ
れ
ば
、
鄭
舜
功
は
嘉
靖
三
四
年
に
北
京
に
赴
き
、
兵
部
の
門
で
倭
寇
対
策
の
名
案
が
あ
る
者
は
「
掲
帖
」
を
上
呈
し
て

提
言
す
る
こ
と
を
促
す
告
示
を
見
た
。
そ
れ
に
応
じ
て
、
鄭
舜
功
は
掲
帖
を
兵
部
に
上
呈
し
、
自
ら
日
本
に
渡
航
し
て
現
地
情
報
を
収
集
し
、

倭
寇
禁
圧
を
宣
諭
す
る
こ
と
を
志
願
し
た
の
で
あ
る
。
嘉
靖
帝
は
彼
の
要
請
を
裁
可
し
、
そ
れ
を
受
け
て
兵
部
は
浙
直
総
督
に
杏
文
を
送
っ

て
そ
の
実
施
を
要
請
し
、
鄭
舜
功
の
日
本
派
遣
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
(
2
1
)
0

蒋
洲
が
日
本
宣
諭
に
起
用
さ
れ
た
経
過
に
つ
い
て
は
、
田
中
健
夫
・
山
崎
岳
が
黄
宗
義
『
南
雷
文
約
」
巻
三
「
蒋
洲
伝
」
や
、
南
京
中
軍

都
督
府
都
督
命
ふ
事
の
万
表
に
よ
る
蒋
洲
の
墓
誌
銘
を
史
料
と
し
て
詳
し
く
検
討
し
て
い
る
(22)

。
す
な
わ
ち
嘉
靖
三
二
(
-
五
五
三
）
年
に
王

直
集
団
に
よ
る
江
南
・
浙
江
沿
岸
の
襲
撃
が
激
化
す
る
と
、
万
表
は
王
直
を
招
撫
の
名
目
で
誘
い
出
し
て
捕
縛
す
る
計
略
を
立
て
、
そ
の
た

め
に
同
郷
（
浙
江
寧
波
府
郵
県
）
の
生
員
蒋
洲
を
胡
宗
憲
に
推
薦
し
た
。
蒋
洲
は
も
と
も
と
王
直
と
親
し
く
、
「
通
番
」
の
疑
い
で
拘
束
さ
れ

て
い
た
が
、
王
直
招
撫
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
使
者
と
し
て
起
用
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
(23)

。
こ
れ
を
受
け
て
、
胡
宗
憲
は
蒋
洲
を
日
本
に
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派
遣
す
る
こ
と
を
上
奏
し
、
嘉
靖
帝
の
裁
可
を
経
て
、
蒋
洲
を
正
使
、
や
は
り
寧
波
府
の
生
員
で
あ
っ
た
陳
可
願
を
副
使
と
し
て
、
浙
江
市

舶
提
挙
司
の
属
官
の
肩
書
き
を
付
与
し
て
日
本
に
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
(
2
4
)
0

本
節
で
は
、
下
利
が
紹
介
し
た
『
双
橋
鄭
氏
宗
譜
』
（
以
下
、
『
宗
譜
』
と
略
称
）
に
く
わ
え
、

史
料
も
利
用
し
て
、
鄭
舜
功
の
祖
父
鄭
廉
の
商
業
活
動
と
そ
の
人
脈
に
つ
い
て
検
討
し
、

宣
諭
を
要
請
し
た
背
景
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

(
1
)
款
県
双
橋
鄭
氏
と
鄭
廉

明
代
の
『
新
安
名
族
志
』
に
よ
れ
ば
、
南
直
隷
徽
州
府
歓
県
の
双
橋
鄭
氏
一
族
は
、
北
宋
の
天
膳
年
間

(
1
0
一
七
＼
一

0
ニ
―
)
に
睦

州
の
建
徳
県
か
ら
隣
接
す
る
歓
県
の
西
沙
渓
一
帯
に
移
住
し
、
「
双
橋
鄭
氏
」
と
自
称
し
、
つ
い
で
歓
県
の
鄭
村
に
移
っ
て
定
住
し
た
と
伝
え

ら
れ
る
(25)

。
元
代
に
は
、
鄭
氏
一
族
の
官
僚
や
在
地
有
力
者
は
元
朝
の
地
方
統
治
に
協
力
し
、
徽
州
地
域
の
有
力
宗
族
の
一
っ
と
し
て
成
長

し
て
い
っ
た
(
2
6
)
0

さ
ら
に
下
利
は
『
宗
譜
』
に
収
録
す
る
、
国
子
監
祭
酒
・
翰
林
院
学
士
の
陸
深
に
よ
る
、
鄭
氏
一
九
世
の
鄭
廉
（
号
は
可
斎
）
の
墓
誌
を

紹
介
し
て
い
る
。
撰
者
の
陸
深
(
-
四
七
七
＼
一
五
四
四
）
は
、
字
は
子
淵
、
号
は
懺
山
、
南
直
隷
松
江
府
上
海
県
の
人
。
弘
治
一
八
（
一

五

0
五
）
年
に
進
士
と
な
り
、
翰
林
院
庶
吉
士
、
翰
林
院
編
修
な
ど
を
歴
任
し
、
正
徳
一
三
(
-
五
一
八
）
年
に
国
子
監
司
業
、
嘉
靖
七
（
一

五
二
八
）
年
五
月
に
国
子
監
祭
酒
に
至
っ
た
(
2
7
)
0

こ
の
陸
深
撰
の
墓
誌
で
は
、
鄭
廉
の
高
祖
鄭
得
紹
か
ら
、
孫
の
鄭
舜
功
に
至
る
家
系
を
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

鄭
生
舜
功
再
至
京
師
、
凡
三
閲
寒
暑
、
往
返
万
里
、
乞
為
大
父
可
斎
銘
其
墓
。
可
斎
、
予
故
人
、
姓
鄭
氏
、
名
廉
、
字
簡
宜
、
可
斎
其

鄭
舜
功
の
家
系
と
そ
の
貿
易
活
動
（
夏
）

鄭
舜
功
に
よ
る
日
本
宣
諭
の
意
図

陸
深
『
徽
山
集
』
な
ど
の
同
時
代
の
文
集

さ
ら
に
鄭
舜
功
に
よ
る
海
外
貿
易
や
、
彼
が
日
本
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徽
州
双
橋
款
県
鄭
氏
家
系
図
(
-
五
世
鄭
得
詔
S
ニ
ー
世
鄭
舜
功
）

〔
祖
父
〕
鄭
廉
(
-
四
七
三
ー
一
五
三
九
）

別
号
也
。
…
…
按
、
歓
之
鄭
族
最
盛
、
…
…

字
得
紹
者
、
以
行
誼
聞
一
郷
、
故
歓
有
善

述
堂
、
可
斎
之
高
祖
也
、
曾
祖
孟
寧
、
祖

文
修
。
父
成
大
、
号
「
鹿
門
遺
隠
」
、
母
注

氏
。
…
…
配
許
氏
、
有
賢
行
。
子
男
思
宏
、

要
程
氏
、
先
十
二
年
族
（
卒
）
。
孫
二
、
舜

功
、
舜
助
(
2
8
)
0

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
鄭
可
斎
の
名
は
廉
、
字
は
宜

簡
、
可
斎
は
そ
の
号
で
あ
り
、
鄭
舜
功
は
そ
の

長
孫
で
あ
っ
た
。
鄭
舜
功
は
鄭
可
斎
の
没
後
に

何
度
も
上
京
し
て
陸
深
に
墓
誌
銘
の
執
筆
を
依

頼
し
た
と
い
う
。
下
利
は
こ
の
記
事
に
よ
り
、
鄭

舜
功
が
歓
県
双
橋
鄭
氏
の
第
ニ
―
世
孫
で
あ
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
(29)

。
下
図
で
は
鄭
廉

の
墓
誌
に
よ
り
、
双
橋
鄭
氏
の
一
五
世
鄭
得
詔
か
ら
ニ
―
世
鄭
舜
功
に
至
る
家
系
を
図
示
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
下
利
は
『
宗
譜
』
か
ら
、
「
可
斎
鄭
公
墓
図
」
・
「
明
故
鄭
貞
士
可
斎
公
偕
許
氏
襦
人
墓
」
と
題
す
る
墓
図
も
紹
介
し
て
い
る

が
、
『
宗
譜
』
の
全
体
的
な
構
成
・
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
下
利
は
上
記
の
墓
誌
と
墓
図
以
外
に
は
、
鄭
舜
功
に
関
連
す
る
記
事
は
紹

介
し
て
お
ら
ず
、
『
宗
譜
』
に
は
直
接
的
に
鄭
舜
功
の
事
績
を
伝
え
る
記
事
は
残
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
明
末
の
宗
譜
編
纂
に
際
し
て

は
、
一
般
的
に
「
著
名
の
者
は
書
く
」
・
「
恩
典
を
受
け
た
者
は
書
く
」
・
「
実
績
あ
る
者
は
そ
の
事
を
書
く
」
と
さ
れ
、
宗
族
の
名
誉
を
失
墜

す
る
も
の
は
記
さ
な
い
の
が
原
則
で
あ
っ
た
(30)
。
後
述
の
よ
う
に
、
鄭
舜
功
は
元
来
日
本
と
の
密
貿
易
に
関
与
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、

〔
曾
祖
〕
鄭
成
大
（
号
は
鹿
門
遺
隠
）

付
図

＊
鄭
舜
功
（
字
は
徳
化
）

〔
父
〕
鄭
思
宏
（
1
-
五
二
七
）
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帰
国
後
は
胡
宗
憲
に
よ
り
投
獄
さ
れ
た
た
め
に
、
『
宗
譜
』
に
は
彼
の
事
績
を
記
さ
な
か
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
一
方
、
『
宗
譜
』
所
収
の
「
墓
誌
」
で
は
鄭
廉
に
よ
る
商
業
活
動
や
、
彼
と
陸
深
の
交
遊
に
つ
い
て
詳
記
し
て
お
り
、
下
利
も
簡
潔
に

紹
介
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
他
に
も
、
陸
深
の
文
集
『
懺
山
集
』
に
は
、
陸
深
と
鄭
廉
と
の
親
交
に
関
す
る
記
事
が
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、

同
時
代
の
他
の
文
集
に
も
、
鄭
廉
と
士
大
夫
と
の
交
遊
に
関
す
る
記
事
が
散
見
す
る
。
こ
こ
で
は
「
墓
誌
」
と
と
も
に
、
『
傲
山
集
』
な
ど
の

文
集
の
関
連
記
事
を
総
合
的
に
検
討
し
て
、
鄭
舜
功
の
日
本
宣
諭
の
背
景
と
し
て
、
祖
父
鄭
廉
の
商
業
活
動
と
そ
の
人
脈
に
つ
い
て
検
討
し

て
み
た
い
。

ま
ず
鄭
廉
の
商
業
活
動
に
つ
い
て
、
陸
深
は
「
墓
誌
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
簡
略
に
記
し
て
い
る
。

壮
齢
服
買
、
遊
呉
泡
。
…
…
以
嘉
靖
十
八
年
正
月
十
三
日
卒
子
家
、
得
年
六
十
有
六
云
(
3
1
)
0

す
な
わ
ち
鄭
廉
は
壮
年
期
に
呉
激
一
帯
に
お
い
て
商
業
を
営
み
、
嘉
靖
一
八
(
-
五
三
九
）
年
正
月
に
六
六
歳
（
旧
暦
年
齢
）
で
没
し
た
と

い
う
。
呉
撤
と
は
南
直
隷
松
江
府
を
流
れ
る
呉
撤
江
を
指
し
、
こ
こ
で
は
松
江
府
一
帯
を
意
味
し
て
い
る
。
鄭
廉
は
成
化
一

0
（
一
四
七
四
）

年
に
生
ま
れ
、
壮
年
期
に
あ
た
る
一
五
世
紀
末

S
一
六
世
紀
初
頭
に
、
松
江
府
地
域
に
お
い
て
商
売
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
周

知
の
よ
う
に
、
徽
州
（
新
安
）
商
人
は
一
五
世
紀
末
の
開
中
法
の
改
革
を
契
機
に
塩
商
と
し
て
台
頭
し
、
山
西
商
人
と
な
ら
ぶ
全
国
有
数
の

商
人
集
団
と
し
て
成
長
し
て
い
っ
た
。
鄭
廉
が
商
業
を
し
て
い
た
一
五
世
紀
末
＼
一
六
世
紀
初
頭
に
は
、
徽
州
商
人
は
江
南
デ
ル
タ
の
都
市

や
鎮
市
に
進
出
し
、
生
糸
・
絹
・
綿
布
な
ど
の
手
工
業
品
の
流
通
を
掌
握
し
て
い
く
。
特
に
綿
布
の
主
産
地
で
あ
っ
た
松
江
府
に
お
い
て
は
、

「
布
荘
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
問
屋
を
開
く
徽
州
商
人
が
集
中
し
て
い
た
(32)

。
鄭
廉
も
款
県
出
身
の
徽
州
商
人
（
歓
商
）
の
一
人
と
し
て
、
松

江
府
で
綿
布
な
ど
の
交
易
に
従
事
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
陸
深
は
「
墓
誌
」
に
お
い
て
、
鄭
廉
の
人
柄
や
文
人
士
大
夫
と
の
交
遊
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

（
可
斎
）
為
人
器
落
、
好
義
挙
、
名
卿
大
夫
多
愛
之
。
…
…
清
修
博
雅
、
操
触
為
文
翰
、
不
下
儒
者
。
諸
技
能
精
巧
妙
、
凡
出
其
手
者
、

雖
名
家
或
未
及
。
…
…
不
屑
屑
子
刀
錐
之
末
、
而
意
気
齢
如
也
(
3
3
)
0

す
な
わ
ち
鄭
可
斎
は
蒜
落
で
義
侠
を
好
み
、
著
名
な
士
大
夫
と
も
交
遊
が
あ
っ
た
。
ま
た
文
人
的
教
養
を
持
ち
文
章
に
も
巧
み
で
、
商
人
と

鄭
舜
功
の
家
系
と
そ
の
貿
易
活
動
（
夏
）

-35-



東
洋
史
論
集
五
〇

し
て
も
僅
か
な
利
益
に
汲
々
と
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

陸
深
は
ま
た
鄭
廉
の
還
暦
を
祝
っ
て
記
し
た
「
三
松
図
」
に
お
い
て
、
鄭
廉
は
か
つ
て
北
京
に
遊
歴
し
、
翰
林
院
の
著
名
な
学
者
や
史
官

な
ど
の
知
遇
も
得
た
と
伝
え
て
い
る
(34)

。
ま
た
鄭
廉
は
祖
先
で
あ
る
鄭
玉
の
遺
言
書
の
手
稿
を
翰
林
院
に
持
参
し
、
陸
深
に
跛
文
を
依
頼
し

て
お
り
(35)

、
の
ち
に
は
鄭
廉
は
同
郷
で
あ
る
川
貴
参
将
の
孫
仁
を
通
じ
て
、
鄭
玉
の
『
師
山
集
』
の
原
稿
を
陸
深
に
渡
し
て
、
や
は
り
跛
文

の
執
筆
を
依
頼
し
て
い
る
(36)

。
藤
井
宏
が
論
じ
る
よ
う
に
、
明
代
の
徽
州
商
人
は
そ
の
経
済
力
を
背
景
と
し
て
、
宗
族
郷
党
と
の
関
係
も
利

用
し
、
官
僚
や
郷
紳
と
の
間
で
広
く
人
脈
を
構
築
し
、
そ
の
人
脈
を
商
業
活
動
に
お
い
て
も
有
効
に
活
用
し
て
い
た
(37)

。
鄭
廉
の
教
養
や
交

遊
に
関
す
る
陸
深
の
記
述
は
、
富
裕
な
徽
州
商
人
を
「
儒
商
」
と
し
て
顕
彰
す
る
定
型
表
現
と
い
う
面
も
あ
る
が
、
鄭
廉
は
科
挙
資
格
の
な

い
「
布
衣
」
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
一
定
の
文
人
的
教
養
を
持
ち
、
徽
州
商
人
と
し
て
の
経
済
力
を
背
景
と
し
て
、
江
南
や
北
京
の
士
大
夫
・

官
僚
と
も
交
友
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

ま
た
広
東
南
雄
府
知
府
な
ど
を
歴
任
し
た
悦
宗
正
（
弘
治
一
八
年
進
士
）
も
、
鄭
廉
は
代
々
詩
書
礼
学
を
奉
じ
る
名
家
の
出
身
で
あ
り
、

広
く
士
大
夫
と
交
際
し
て
い
た
と
記
し
て
い
る
(38)

。
こ
れ
は
単
な
る
美
辞
で
は
な
く
、
鄭
氏
一
族
は
元
代
に
は
鄭
玉
な
ど
の
著
名
な
儒
者
を

輩
出
し
て
お
り
、
官
僚
や
士
大
夫
の
間
に
も
人
脈
を
有
し
て
い
た
(39)

。
明
代
に
お
い
て
も
、
鄭
氏
一
族
は
鄭
行
簡
（
永
楽
一
三
[
-
四
一
五
]

年
進
士
、
浙
江
紹
興
府
上
虞
知
県
）
、
鄭
循
（
成
化
四
[
-
四
六
八
]
年
挙
人
、
浙
江
嘉
興
府
同
知
）
、
鄭
達
（
成
化
一
四
[
-
四
七
八
]
年

進
士
、
河
南
道
御
史
）
な
ど
の
任
官
者
を
出
し
て
い
る
(40)

。
鄭
廉
が
官
界
に
も
人
脈
を
広
げ
た
背
景
に
は
、
鄭
氏
が
元
代
以
来
官
僚
や
士
人

を
輩
出
し
た
、
歓
県
に
お
け
る
「
名
族
」
の
―
つ
で
あ
り
、
明
代
中
期
に
も
科
挙
を
通
じ
て
官
界
に
進
出
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
(
4
1
)
0

(
2
)
鄭
廉
と
官
僚
友
人
陸
深
と
の
交
遊

松
江
府
で
商
業
に
従
事
し
て
い
た
鄭
廉
は
、
そ
の
地
の
郷
紳
で
あ
っ
た
陸
深
と
交
友
関
係
を
も
ち
、
鄭
廉
の
没
後
に
は
、
孫
の
鄭
舜
功
の

依
頼
に
よ
り
、
陸
深
が
そ
の
墓
誌
銘
を
執
筆
し
て
い
る
。
鄭
廉
の
死
後
も
、
鄭
舜
功
が
な
お
陸
深
と
の
関
係
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
は
、
彼

の
日
本
宣
諭
が
実
現
す
る
う
え
で
、
な
ん
ら
か
の
役
割
を
果
た
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
陸
深
の
文
集
『
懺
山
集
』
に
よ
り
、
彼
と
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鄭
廉
と
の
交
流
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
察
し
て
み
た
い
。

陸
深
の
『
懺
山
集
』
に
は
、
上
記
の
墓
誌
銘
の
外
に
も
、
鄭
廉
の
た
め
に
執
筆
し
た
い
く
つ
か
の
詩
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち

鄭
廉
に
対
す
る
送
別
詩
「
贈
別
鄭
宜
簡
」
に
は
、
「
天
北
天
南
三
十
載
、
聴
風
聴
雨
幾
宵
同
」
と
の
一
旬
が
あ
る
(42)

。
陸
深
は
、
弘
治
一
八

年
に
進
士
と
な
り
、
北
京
で
任
官
し
て
い
た
(43)

。
一
方
、
鄭
廉
は
松
江
府
方
面
で
商
業
に
従
事
し
て
お
り
、
鄭
廉
は
陸
深
が
科
挙
に
合
格
す

る
以
前
に
、
松
江
府
に
お
い
て
陸
深
と
親
交
を
結
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
陸
深
が
鄭
廉
の
死
後
に
執
筆
し
た
祭
文
「
祭
鄭
可
斎

処
士
文
」
で
は
、
鄭
廉
と
の
情
誼
を
「
骨
肉
之
誼
」
と
称
し
、
こ
れ
ま
で
の
交
遊
関
係
に
つ
い
て
詳
し
く
回
想
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

鄭
廉
が
嘗
て
窮
地
に
陥
っ
た
時
に
、
陸
深
は
彼
の
た
め
に
弁
護
に
努
め
た
。
ま
た
正
徳
一
六
(
-
五
ニ
―
)
年
に
国
子
監
司
業
の
任
に
あ
っ

た
陸
深
が
服
喪
の
た
め
に
帰
郷
し
た
際
に
は
、
鄭
廉
は
頻
繁
に
陸
深
の
も
と
を
訪
れ
て
慰
問
し
た
。
さ
ら
に
嘉
靖
八
(
-
五
二
九
）
年
に
陸

深
が
国
子
監
祭
酒
か
ら
福
建
延
平
府
同
知
に
左
遷
さ
れ
た
際
に
は
(44)

、
鄭
廉
が
乗
船
を
準
備
し
て
、
陸
深
が
松
江
府
か
ら
海
路
で
福
建
に
赴

く
の
を
送
別
し
た
と
い
う
(45)

。
ま
た
陸
深
が
北
京
か
ら
延
平
府
に
赴
任
す
る
旅
程
を
記
し
た
「
南
遷
日
記
」
に
も
、
松
江
府
到
着
以
前
に
鄭

廉
か
ら
書
簡
を
受
け
取
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
(

4

6

)

0

.

な
お
「
祭
鄭
可
斎
処
士
文
」
が
言
及
す
る
鄭
廉
の
冤
罪
と
そ
の
雪
冤
に
つ
い
て
は
、
「
墓
誌
銘
」
に
よ
り
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
鄭
廉
は
正
徳
年
間
(
-
五

0
六
S
一
五
ニ
―
)
に
同
郷
人
に
無
実
の
罪
を
着
せ
ら
れ
た
が
、
徽
州
知
府
は
そ
の
冤
罪
を
察
せ
ず
、
彼

が
重
罪
を
犯
し
た
と
断
じ
た
。
こ
の
た
め
鄭
廉
は
急
ぎ
北
京
に
赴
き
、
自
ら
の
冤
罪
を
朝
廷
に
訴
え
た
。
陸
深
は
正
徳
二
(
-
五

0
七
）
年

か
ら
翰
林
院
編
修
、
正
徳
一
三
(
-
五
一
八
）
年
か
ら
国
子
監
司
業
の
任
に
あ
っ
た
が
、
鄭
廉
の
た
め
に
弁
明
に
努
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
鄭

廉
の
無
実
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
(
4
7
)
0

藤
井
宏
に
よ
れ
ば
、
両
淮
塩
商
を
は
じ
め
と
す
る
徽
州
商
人
は
、
積
極
的
に
官
僚
層
と
の
親
交
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
権
と
の
関
係

を
強
化
し
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
傾
向
は
、
と
く
に
納
銀
開
中
法
成
立
後
の
弘
治
年
間
(
-
四
九
二
＼
一
五

0
五
）
か
ら
顕
著
に
な
っ
て
い
っ

た
と
い
う
(48)

。
鄭
廉
が
陸
深
と
交
友
関
係
を
結
ん
で
い
た
の
も
、
や
は
り
弘
治
・
正
徳
年
間
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
鄭
廉
は
国
家
権
力
と
特
に

緊
密
な
関
係
を
も
つ
塩
商
で
は
な
か
っ
た
が
、
彼
が
松
江
府
に
お
い
て
商
業
に
従
事
す
る
う
え
で
も
、
現
地
出
身
の
有
力
郷
紳
で
あ
る
陸
深

鄭
舜
功
の
家
系
と
そ
の
貿
易
活
動
（
夏
）
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と
の
関
係
は
、
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た
嘉
靖
一

0
(
一
五
三
一
）
年
に
は
、
陸
深
は
徽
州
府
の
揺
役
負
担
問
題
の
解
決
に
尽
力
し
た
知
府
南
寿
（
嘉
靖
七
年
着
任
）
（
49

）
の
事

績
を
顕
彰
す
る
文
章
も
残
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
太
平
府
の
蕪
湖
県
・
繁
昌
県
・
当
塗
県
に
課
せ
ら
れ
た
雑
役
の
一
部
が
徽
州
府
に

転
嫁
さ
れ
て
お
り
、
徽
州
府
の
士
民
が
上
奏
し
て
そ
の
是
正
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
、
太
平
府
知
府
は
徽
州
府
に
は
富
商
が
多
い
た
め
、

上
記
の
措
置
は
妥
当
だ
と
述
べ
た
が
、
徽
州
知
府
の
南
寿
は
、
徽
州
は
土
地
も
狭
く
富
商
の
多
く
は
外
地
に
居
住
し
て
お
り
、
過
重
な
雑
役

負
担
は
困
難
だ
と
主
張
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
太
平
府
の
雑
役
の
転
嫁
は
免
除
さ
れ
た
と
い
う
(50)

。
陸
深
は
こ
の
文
章
の
冒
頭
で
、
「
徽
父
老
」

の
鄭
廉
が
知
府
南
寿
の
功
績
を
彼
に
伝
え
た
と
記
し
て
い
る
(51)

。
嘉
靖
一

0
年
に
は
、
知
府
南
寿
は
北
京
に
赴
い
て
勤
務
評
定
（
考
察
）
に

臨
ん
で
お
り
(52)

、
鄭
廉
は
そ
れ
に
際
し
て
、
特
に
彼
の
事
績
を
顕
彰
す
る
文
章
の
執
筆
を
陸
深
に
依
頼
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

陸
深
は
そ
の
後
、
浙
江
按
察
司
副
使
・
江
西
布
政
使
司
右
参
政
・
江
西
右
布
政
使
な
ど
を
歴
任
し
、
嘉
靖
一
五
(
-
五
三
六
）
年
に
は
北

京
に
戻
っ
て
光
禄
寺
卿
と
な
っ
た
(
5
3
)

。
さ
ら
に
嘉
靖
一
七
(
-
五
三
八
）
年
に
は
太
常
寺
卿
兼
侍
読
学
士
、
嘉
靖
一
八
年
二
月
に
唐
事
府
窟

事
兼
翰
林
院
学
士
に
至
り
、
嘉
靖
二
三
(
-
五
四
四
）
年
に
没
し
て
い
る
(54)

。
こ
う
し
た
官
歴
を
通
じ
て
、
陸
深
は
朝
廷
に
お
い
て
広
い
人

脈
を
持
っ
て
お
り
、
同
郷
の
松
江
府
出
身
で
あ
っ
た
大
学
士
徐
階
も
、
彼
と
忘
年
の
交
わ
り
を
結
ん
で
い
た
と
い
う
(55)

。
鄭
廉
と
朝
廷
の
高

官
で
あ
っ
た
陸
深
と
の
密
接
な
関
係
は
、
鄭
廉
の
孫
で
あ
っ
た
鄭
舜
功
に
と
っ
て
も
、
彼
の
日
本
宣
諭
の
企
図
を
実
現
す
る
う
え
で
の
政
治

資
本
を
提
供
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
嘉
靖
三
四
年
に
鄭
舜
功
が
北
京
に
赴
き
、
兵
部
に
掲
帖
を
上
呈
し
た
時
点
で
、
陸
深
は
す
で
に
没
し
て

い
た
が
、
か
つ
て
鄭
廉
が
陸
深
を
通
じ
て
北
京
の
官
界
に
人
脈
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
、
鄭
舜
功
の
日
本
宣
諭
が
実
現
す
る
う
え
で
も
、

定
の
作
用
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
(56)

。

(
3
)
海
商
鄭
舜
功
の
貿
易
活
動

鄭
舜
功
の
日
本
派
遣
に
つ
い
て
、
『
日
本
一
鑑
』
や
『
世
宗
実
録
』
で
は
、
科
挙
資
格
の
な
い
布
衣
で
あ
っ
た
が
、
浙
直
総
督
楊
宜
と
兵
部

尚
書
楊
博
の
命
を
受
け
て
「
大
明
国
客
」
と
し
て
、
倭
寇
禁
圧
の
宣
諭
と
日
本
情
報
の
偵
察
の
た
め
に
日
本
に
渡
航
し
た
と
記
し
て
い
る
(
5
7
)
0
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こ
れ
に
対
し
、
胡
桂
奇
の
『
胡
公
行
実
』
で
は
、
鄭
舜
功
の
出
自
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

有
古
歓
県
人
鄭
舜
功
者
、
素
浮
海
日
本
覚
利
、
熟
海
道
。
詣
闊
、
乞
以
身
往
説
日
本
夷
禁
絶
入
寇
、
本
兵
允
行
(
5
8
)
0

す
な
わ
ち
、
歓
県
人
の
鄭
舜
功
は
も
と
も
と
日
本
と
の
密
貿
易
に
従
事
し
、
日
本
へ
の
航
路
を
熟
知
し
て
い
た
。
彼
は
朝
廷
に
赴
い
て
自
ら

日
本
に
赴
き
倭
寇
禁
圧
を
宣
諭
す
る
こ
と
を
志
願
し
、
兵
部
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
下
利
は
こ
の
記
事
に
よ
り
、
鄭
舜

功
は
も
と
も
と
対
日
密
貿
易
に
従
事
す
る
海
商
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
(
5
9
)
0

『
日
本
一
鑑
』
に
は
、
彼
が
対
日
密
貿
易
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
述
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
同
書
に
は
、
他
史
料
に
見
ら

れ
な
い
、
一
六
世
紀
前
中
期
に
お
け
る
海
商
•
海
寇
の
活
動
や
、
日
本
の
航
路
・
交
易
に
関
す
る
詳
細
な
記
事
が
多
く
、
そ
の
な
か
に
は
彼

が
海
商
と
し
て
の
航
海
・
交
易
活
動
を
通
じ
て
得
た
情
報
も
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
一
六
世
紀
初
期
か
ら
徽
州
商
人
は
江
南
デ
ル
タ
の
手
工
業
品
の
流
通
を
主
導
し
、
一
六
世
紀
中
期
に
は
海
外
密
貿
易
に

も
進
出
し
た
。
特
に
歓
県
出
身
の
許
氏
四
兄
弟
（
棟
•
松
・
楠
・
梓
）
は
、
マ
レ
ー
半
島
の
マ
ラ
ッ
カ
・
パ
タ
ニ
な
ど
へ
の
密
貿
易
に
従
事

し
、
一
五
四

0
年
代
に
は
福
建
海
商
の
李
光
頭
と
と
も
に
、
寧
波
近
海
の
双
嶼
の
密
貿
易
を
主
導
す
る
よ
う
に
な
る
。
嘉
靖
二
三
年
に
は
許

棟
が
日
本
に
渡
航
し
、
翌
嘉
靖
二
四
(
-
五
四
五
）
年
に
は
同
じ
く
款
県
出
身
の
王
直
が
、
博
多
の
日
本
人
を
双
嶼
に
誘
引
し
た
。
一
五
四

0
年
代
、
許
棟
な
ど
の
徽
州
海
商
は
、
双
嶼
の
密
貿
易
を
主
導
し
て
、
江
南
の
手
工
業
品
と
、
南
海
産
品
や
日
本
銀
と
の
交
易
を
仲
介
す
る

役
割
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。
嘉
靖
二
七
(
-
五
四
八
）
年
、
明
軍
が
双
嶼
港
を
破
壊
す
る
と
、
許
棟
は
広
東
に
、
王
直
は
日
本
に
拠
点
を
移

し
、
多
く
の
日
本
人
を
誘
引
し
て
、
密
貿
易
と
と
も
に
大
規
模
な
略
奪
や
海
賊
行
為
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
(60)

。
許
氏
兄
弟
や
王
直
と
同
郷

の
歓
県
出
身
で
あ
っ
た
鄭
舜
功
も
、
あ
る
い
は
彼
ら
の
密
貿
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
連
な
っ
て
、
対
日
密
貿
易
に
関
与
し
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
。そ
の
一
方
、
鄭
舜
功
は
『
日
本
一
鑑
』
に
お
い
て
、
許
氏
兄
弟
を
東
南
沿
岸
に
お
け
る
擾
乱
の
元
凶
と
し
て
非
難
し
て
い
る
(61)

。
さ
ら
に

『
日
本
一
鑑
』
で
は
、
嘉
靖
二
五
(
-
五
四
六
）
年
、
許
棟
（
許
二
）
ら
は
双
嶼
で
外
国
商
人
が
掛
け
売
り
し
た
商
品
の
代
価
を
支
払
う
こ
と

が
で
き
ず
、
そ
の
穴
埋
め
に
蘇
州
や
松
江
の
良
民
を
双
嶼
に
引
き
込
み
、
外
国
商
人
に
彼
ら
の
商
品
を
掠
奪
さ
せ
た
と
い
う
事
件
も
記
録
し

鄭
舜
功
の
家
系
と
そ
の
貿
易
活
動
（
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て
い
る
(62)

。
蘇
州
府
や
松
江
府
の
「
良
民
」
と
は
一
般
商
人
を
指
し
、
彼
ら
は
許
棟
を
牙
行
（
仲
介
商
人
）
と
し
て
、
蘇
州
産
の
生
糸
や
絹
、

松
江
産
の
綿
布
な
ど
を
外
国
商
人
に
売
ろ
う
と
し
た
が
、
許
棟
に
蝙
さ
れ
て
商
品
を
奪
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

前
述
の
よ
う
に
、
鄭
舜
功
の
祖
父
鄭
廉
は
、
松
江
府
に
お
い
て
商
業
に
従
事
し
て
お
り
、
鄭
舜
功
自
身
も
同
郷
の
許
氏
兄
弟
な
ど
を
通
じ

て
、
外
国
商
人
に
綿
布
な
ど
を
供
給
し
、
あ
る
い
は
み
ず
か
ら
日
本
に
渡
航
し
て
密
貿
易
に
従
事
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
『
日
本
一
鑑
』

が
記
す
、
許
氏
兄
弟
に
よ
る
外
国
商
人
と
の
交
易
を
め
ぐ
る
不
当
行
為
は
、
お
そ
ら
く
鄭
舜
功
自
身
が
経
験
な
い
し
見
聞
し
た
事
件
に
基
づ

く
と
思
わ
れ
る
。
な
お
鄭
舜
功
は
『
日
本
一
鑑
』
に
お
い
て
、
嘉
靖
三
六
年
に
日
本
か
ら
帰
国
後
、
広
東
か
ら
江
西
省
南
部
の
頗
州
府
と
福

建
西
部
の
汀
州
府
を
経
て
浙
江
に
向
か
う
途
中
で
、
籟
州
府
・
汀
州
府
一
帯
に
身
を
隠
し
て
い
た
許
梓
（
許
四
）
の
居
所
を
探
知
し
て
招
撫

を
試
み
た
が
、
許
梓
が
そ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
た
め
、
彼
を
捕
縛
し
て
浙
直
総
督
術
門
に
連
行
し
た
と
記
し
て
い
る
(63)

。
こ
の
こ
と
も
鄭
舜

功
が
か
つ
て
許
氏
兄
弟
の
密
貿
易
に
な
ん
ら
か
の
形
で
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

双
嶼
攻
撃
を
命
じ
た
朱
執
の
失
脚
後
、
一
五
五

0
年
代
に
は
浙
江
近
海
の
海
防
は
ふ
た
た
び
弛
緩
し
、
王
直
が
許
棟
に
か
わ
り
密
貿
易
の

主
導
権
を
握
っ
て
い
っ
た
。
嘉
靖
三
二
年
に
は
、
王
直
は
明
軍
の
攻
撃
を
避
け
て
平
戸
・
五
島
列
島
に
拠
点
を
移
し
た
が
、
王
直
傘
下
の
倭

寇
船
団
に
よ
る
日
明
間
の
密
貿
易
や
、
東
南
沿
岸
に
お
け
る
襲
撃
・
略
奪
は
、
依
然
と
し
て
活
発
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
鄭
舜

功
は
日
本
宣
諭
の
任
務
を
帯
び
て
九
州
に
渡
航
し
た
の
で
あ
る
。

『
世
宗
実
録
』
．
『
日
本
一
鑑
』
に
よ
れ
ば
、
鄭
舜
功
の
任
務
は
「
採
訪
夷
情
」
・
「
随
機
開
諭
帰
報
」
、
す
な
わ
ち
日
本
情
報
を
探
察
す
る
と

と
も
に
倭
寇
禁
圧
を
宣
諭
し
、
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
鄭
舜
功
は
「
採
訪
夷
情
」
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
「
姦
党
や
重
罪
人

が
日
本
に
移
住
し
て
盤
据
し
、
交
易
を
名
目
に
日
明
間
を
往
来
し
、
東
南
沿
岸
を
騒
擾
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
(64)

、
日
本
に
お
け
る
彼
ら
の

巣
窟
を
把
握
し
、
根
絶
し
て
こ
そ
倭
寇
問
題
は
解
決
し
う
る
と
い
う
認
識
を
示
し
て
い
る
(65)

。
鄭
舜
功
は
日
本
宣
諭
を
通
じ
て
、
こ
う
し
た

倭
寇
勢
力
に
よ
る
襲
撃
や
略
奪
を
抑
制
し
、
な
ん
ら
か
の
形
で
よ
り
安
定
的
な
交
易
を
実
現
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
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鄭
舜
功
入
獄
事
件

本
稿
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
『
日
本
一
鑑
』
で
は
鄭
舜
功
入
獄
事
件
の
起
因
に
つ
い
て
、
「
匪
人
」
（
胡
宗
憲
）
が
鄭
舜
功
の
忠
義
を
嫉
み

無
実
の
罪
で
投
獄
し
た
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
胡
宗
憲
の
子
胡
桂
奇
に
よ
る
『
胡
公
行
実
」
で
は
、
鄭
舜
功
は
帰
国
直
後
に
日
本
使

節
と
結
託
し
て
互
市
再
開
を
要
求
し
た
た
め
、
胡
宗
憲
に
「
挟
夷
求
市
」
の
罪
で
弾
劾
さ
れ
て
入
獄
し
た
と
記
す
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に
•
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
胡
宗
憲
も
元
来
は
王
直
の
帰
順
を
許
し
互
市
を
認
め
る
と
い
う
選
択
肢
も
排
除
し
て
い
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
鄭
舜
功
は
『
日
本
一
鑑
』
に
お
い
て
、
対
日
通
商
を
朝
貢
貿
易
に
限
定
し
、
互
市
は
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と

い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
朝
貢
制
度
は
「
祖
宗
の
法
」
で
あ
り
、
日
本
と
の
朝
貢
貿
易
を
完
全
に
断
絶
す
る
こ
と
は
長
久
の
策

で
は
な
い
が
、
密
貿
易
が
続
く
限
り
は
倭
寇
に
よ
る
劫
掠
も
終
わ
ら
ず
、
安
定
的
な
朝
貢
関
係
も
確
立
し
な
い
と
説
く
の
で
あ
る
(66)

。
た
だ

し
彼
が
日
本
宣
諭
に
赴
い
た
時
点
で
、
こ
の
よ
う
に
日
本
と
の
通
商
を
朝
貢
貿
易
に
限
定
し
、
私
貿
易
を
禁
じ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
と

断
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
節
で
は
日
本
宣
諭
の
実
施
過
程
に
お
け
る
、
鄭
舜
功
と
胡
宗
憲
の
、
日
本
と
の
朝
貢
貿
易
な
い
し
互
市
の
可

否
を
め
ぐ
る
両
者
の
見
解
に
注
目
し
て
、
鄭
舜
功
の
日
本
渡
航
と
そ
の
後
の
入
獄
事
件
の
背
景
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

(
1
)
鄭
舜
功
の
日
本
宣
諭
と
そ
の
頓
挫

浙
江
巡
撫
胡
宗
憲
が
派
遣
し
た
使
節
蒋
洲
は
、
嘉
靖
三
四
年
―
一
月
一
日
に
定
海
を
出
発
し
、
十
日
後
の
一
―
日
に
五
島
に
到
着
し
、

い
で
倭
寇
の
拠
点
で
あ
っ
た
松
浦
・
対
島
・
肥
前
・
博
多
な
ど
を
巡
回
し
て
倭
寇
禁
圧
を
宣
諭
し
た
。
翌
嘉
靖
三
五
年
四
月
、
彼
は
王
直
と

と
も
に
豊
後
を
訪
れ
、
大
友
義
鎮
に
倭
寇
禁
圧
を
要
求
し
て
い
る
(
6
7
)
0

一
方
、
浙
直
総
督
楊
宜
に
よ
っ
て
派
遣
さ
れ
た
鄭
舜
功
は
、
蒋
洲
よ
り
遅
れ
て
、
嘉
靖
三
五
年
五
月
初
（
端
午
以
後
）
に
広
州
を
出
航
し
、

同
年
五
月
中
下
旬
＼
六
月
初
旬
頃
に
豊
後
府
内
の
澳
浜
に
入
港
し
た
(68)

。
も
と
も
と
鄭
舜
功
は
、
ま
ず
日
本
国
王
に
倭
寇
禁
圧
を
宣
諭
し
、

鄭
舜
功
の
家
系
と
そ
の
貿
易
活
動
（
夏
）

つ

-41-



(
2
)
『
日
本
一
鑑
』
と
『
胡
公
行
実
』
に
記
す
胡
宗
憲
と
鄭
舜
功

東
洋
史
論
集
五
〇

つ
い
で
日
本
各
地
に
倭
寇
禁
圧
の
要
求
を
伝
え
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
。
し
か
し
豊
後
に
お
い
て
「
匪
人
」
に
阻
害
さ
れ
、
ま
た
同
地
で

乗
船
が
破
損
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
同
行
し
た
沈
孟
綱
・
胡
福
寧
を
京
都
に
派
遣
し
、
「
日
本
国
王
源
知
仁
」
（
後
奈
良
天
皇
）
に
倭
寇
禁
圧

を
求
め
る
こ
と
に
し
た
(69)

。
『
日
本
一
鑑
』
に
は
、
沈
孟
綱
ら
は
後
奈
良
天
皇
に
面
会
し
て
、
「
回
書
」
と
「
印
信
」
を
得
て
豊
後
に
戻
り
、

大
友
義
鎮
か
ら
も
信
旗
を
得
た
と
記
し
て
い
る
が
、
日
本
側
史
料
で
は
対
応
す
る
事
実
は
確
認
で
き
な
い
(70)

。
嘉
靖
三
七
(
-
五
五
八
）
年

四
月
、
沈
孟
綱
と
胡
福
寧
は
鄭
舜
功
と
は
別
に
、
豊
後
か
ら
潮
州
近
海
に
帰
還
し
た
が
、
海
陽
県
の
辟
望
巡
検
司
で
投
獄
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
を
知
っ
た
鄭
舜
功
は
「
軍
門
」
（
胡
宗
憲
）
に
冤
罪
を
訴
え
た
が
、
彼
ら
は
そ
の
後
、
獄
中
で
殺
害
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
(
7
1
)
0

ま
た
『
日
本
一
鑑
』
に
よ
れ
ば
、
鄭
舜
功
は
沈
孟
綱
ら
を
京
都
に
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
は
豊
後
に
お
い
て
大
友
義
鎮
に
倭
寇
禁
圧

を
宣
諭
し
た
(72)

。
大
友
義
鎮
は
王
直
な
ど
の
倭
寇
勢
力
と
も
結
び
つ
い
て
対
明
密
貿
易
に
も
関
与
し
て
お
り
(73)

、
ま
た
天
文
ニ
―
（
嘉
靖
三

一
、
一
五
五
二
）
年
に
は
陶
隆
房
が
大
内
義
隆
を
殺
害
し
、
大
友
義
鎮
の
実
弟
で
あ
る
義
長
を
大
内
家
当
主
と
し
て
擁
立
し
て
い
た
。
大
友

義
鎮
は
当
時
の
西
日
本
に
お
い
て
も
っ
と
も
有
力
な
大
名
で
あ
り
、
鄭
舜
功
も
彼
に
対
す
る
宣
諭
を
通
じ
て
、
倭
寇
禁
圧
の
実
現
を
図
っ
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
鄭
舜
功
が
「
豊
後
且
有
姦
究
、
顛
倒
其
間
」
と
記
す
よ
う
に
、
彼
の
豊
後
に
お
け
る
宣
諭
は
、
「
姦
究
」
の
妨
害
に
よ
り

頓
挫
し
た
と
い
う
。
『
日
本
一
鑑
』
で
は
、
豊
後
に
お
い
て
鄭
舜
功
を
妨
害
し
た
「
匪
人
」
や
「
姦
究
」
が
指
す
対
象
を
明
言
し
て
い
な
い

が
、
そ
れ
は
彼
と
競
合
し
て
宣
諭
を
進
め
て
い
た
蒋
洲
や
、
蒋
洲
と
連
携
し
て
い
た
王
直
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

嘉
靖
三
六
年
七
月
か
ら
一

0
月
に
か
け
て
、
蒋
洲
と
王
直
は
大
友
氏
の
遣
明
船
と
と
も
に
舟
山
本
島
に
来
航
し
た
が
、
王
直
の
船
団
は
明

軍
に
包
囲
さ
れ
、
一
―
月
に
は
投
降
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ま
た
大
友
氏
の
船
団
も
朝
貢
を
認
め
ら
れ
ず
、
明
軍
に
包
囲
・
攻
撃
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
鄭
舜
功
は
日
明
朝
貢
貿
易
の
再
開
を
図
る
立
場
か
ら
、
胡
宗
憲
に
よ
る
大
友
氏
遣
明
船
に
対
す
る
強
硬
策
を
批
判
し
て
お
り
、

こ
う
し
た
立
場
の
相
違
が
、
胡
宗
憲
に
よ
る
鄭
舜
功
投
獄
の
背
景
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
ま
ず
先
行
研
究
に
よ
り
、
舟
山
列
島
に
お
け
る
王
直
船
団
や
大
友
氏
遣
明
船
と
、
明
軍
と
の
攻
防
の
経
過
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
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嘉
靖
三
六
年
七
月
、
蒋
洲
は
大
友
義
鎮
の
使
僧
徳
陽
と
と
も
に
舟
山
本
島
に
入
港
し
て
朝
貢
を
求
め
、
大
内
義
長
も
別
途
使
者
を
派
遣
し
て

朝
貢
を
要
請
し
た
。
ほ
ぼ
同
時
期
に
鄭
舜
功
も
大
友
氏
の
使
僧
清
授
•
清
超
を
伴
っ
て
、
広
東
か
ら
陸
路
で
寧
波
府
に
到
着
し
た
。
鄭
舜
功

ら
は
寧
波
府
に
お
い
て
胡
宗
憲
と
面
会
し
、
倭
寇
の
襲
撃
は
華
人
姦
商
と
彼
ら
に
誘
引
さ
れ
た
日
本
人
の
所
業
で
あ
り
、
大
友
氏
は
関
知
し

て
い
な
い
と
弁
明
し
、
朝
貢
貿
易
の
再
開
を
請
願
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
胡
宗
憲
は
大
友
義
鎮
・
大
内
義
長
の
朝
貢
要
請
は
認
め
る
べ
き
で

は
な
い
が
、
「
畏
罪
乞
恩
」
の
意
を
示
し
て
い
る
た
め
、
適
宜
恩
賞
を
与
え
て
送
還
す
べ
き
だ
と
上
奏
し
て
い
る
(
7
4
)
0

一
方
、
同
年
一

0
月
に
は
王
直
が
大
友
氏
の
使
僧
善
妙
ら
と
と
も
に
舟
山
本
島
に
来
航
し
た
。
し
か
し
王
直
の
船
団
は
明
軍
に
包
囲
さ
れ
、

―
一
月
に
は
投
降
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
(75)

。
そ
の
後
、
舟
山
本
島
に
残
っ
た
大
友
氏
の
遣
明
船
は
明
軍
に
包
囲
・
攻
撃
さ
れ
た
が
、
翌
嘉
靖

三
七
年
―
一
月
に
は
明
軍
の
包
囲
を
破
っ
て
脱
出
し
帰
国
し
て
い
る
(76)

。
な
お
鄭
舜
功
と
同
行
し
た
清
授
は
、
明
軍
と
徳
陽
・
善
妙
ら
の
大
友

氏
遣
明
船
の
攻
防
に
は
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
嘉
靖
三
八
年
四
月
に
は
胡
宗
憲
の
上
奏
に
よ
り
、
四
川
茂
州
の
治
平
寺
に
流
諦
さ
れ
た
(
7
7
)
0

こ
の
よ
う
な
胡
宗
憲
に
よ
る
大
友
氏
遣
明
船
へ
の
対
処
に
つ
い
て
、
鄭
舜
功
は
『
日
本
一
鑑
』
に
お
い
て
、
明
軍
の
参
将
張
四
維
が
交
戦

中
に
徳
陽
の
同
伴
者
を
殺
害
し
た
こ
と
を
批
判
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
今
後
日
本
と
の
朝
貢
使
節
が
来
航
し
な
く
な
り
、
日
本
が
華
人
「
流
逍
」

（
逃
亡
者
）
の
巣
窟
と
な
る
と
述
べ
て
い
る
(78)

。
ま
た
鄭
舜
功
は
胡
宗
憲
が
使
僧
清
授
の
流
摘
処
分
を
上
奏
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
「
当
事

者
不
用
忠
謀
、
…
…
而
乃
妄
引
典
例
、
謬
請
置
使
子
四
川
、
故
阻
東
夷
之
心
、
以
遂
中
国
流
逍
之
欲
」
と
、
胡
宗
憲
が
洪
武
年
間
の
旧
例
に

よ
り
清
授
を
四
川
に
発
遣
す
る
こ
と
を
求
め
た
の
は
、
か
え
っ
て
日
本
人
が
明
朝
に
帰
順
す
る
こ
と
を
阻
み
、
中
国
の
「
流
逍
」
を
利
す
る

こ
と
に
な
る
と
も
非
難
す
る
(
7
9
)
0

こ
の
よ
う
に
鄭
舜
功
は
「
当
事
者
」
（
胡
宗
憲
）
が
「
忠
謀
」
を
用
い
ず
、
「
東
夷
之
心
」
を
阻
み
、
「
流
逍
之
欲
」
を
遂
げ
さ
せ
た
と
説

く
。
す
な
わ
ち
胡
宗
憲
が
、
大
友
氏
の
朝
貢
を
認
め
て
倭
寇
を
禁
圧
さ
せ
る
と
い
う
鄭
舜
功
の
「
忠
謀
」
に
従
わ
ず
、
大
友
氏
の
朝
貢
要
請

を
拒
否
し
、
華
人
密
貿
易
者
を
利
し
た
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
彼
は
『
日
本
一
鑑
』
に
お
い
て
、
「
伏
思
、
我
皇
祖
宗
之

制
、
既
無
倭
市
之
条
、
只
当
宣
昭
大
信
、
庶
使
四
夷
永
守
画
一
之
法
、
猶
可
也
。
何
乃
以
市
自
謳
之
？
」
と
記
し
、
祖
法
に
反
す
る
日
本
と

の
互
市
は
決
し
て
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
も
明
言
し
て
い
る
(
8
0
)
0

鄭
舜
功
の
家
系
と
そ
の
貿
易
活
動
（
夏
）
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一
方
、
『
胡
公
行
実
』
が
記
す
胡
宗
憲
と
鄭
舜
功
と
の
見
解
の
対
立
は
、
『
日
本
一
鑑
』
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
『
胡
公
行
実
』
に
よ
れ

ば
、
鄭
舜
功
は
日
本
か
ら
帰
国
後
、
清
授
と
と
も
に
広
東
か
ら
舟
山
群
島
に
到
り
、
つ
い
で
胡
宗
憲
に
面
会
し
た
。
そ
の
際
、
鄭
舜
功
は
胡

宗
憲
に
対
し
、
「
海
上
の
擾
乱
を
鎮
静
化
す
る
た
め
に
は
、
南
直
隷
．
浙
江
・
福
建
に
お
い
て
、
広
東
の
南
澳
島
と
同
じ
よ
う
に
互
市
を
開
き

貿
易
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
倭
寇
問
題
は
収
束
す
る
だ
ろ
う
」
と
く
り
か
え
し
建
言
し
た
と
い
う
(81)

。
筆
者
が
別
稿
で
詳
論
し

た
よ
う
に
、
広
東
東
端
の
南
澳
島
近
海
で
は
、
一
五
五

0
年
代
に
は
事
実
上
海
外
商
船
の
来
航
が
黙
認
さ
れ
、
現
地
当
局
が
南
澳
島
対
岸
の

梅
嶺
半
島
に
「
公
館
」
を
設
置
し
て
商
船
を
管
理
し
、
そ
こ
で
は
関
税
徴
収
（
抽
分
）
も
行
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
(82)

。
鄭
舜
功
は
浙
江
に

お
い
て
も
、
南
澳
島
と
同
じ
よ
う
に
海
外
商
船
と
の
互
市
を
公
認
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
胡
宗
憲
は
、
鄭
舜
功
が
倭
寇
禁
圧
の
宣
諭
の
た
め
に
日
本
に
渡
航
し
な
が
ら
、
互
市
公
認
を
主
張
す
る
の
は
不
適
切
だ
と
批

判
し
、
あ
く
ま
で
武
力
に
よ
っ
て
東
南
沿
岸
を
襲
撃
す
る
倭
寇
を
鎮
圧
す
る
べ
き
で
あ
り
、
互
市
要
求
は
拒
絶
す
る
べ
き
だ
と
答
え
た
と
い

う
(83)

。
鄭
舜
功
は
胡
宗
憲
の
強
硬
策
に
対
し
、
清
授
は
日
本
で
「
国
師
」
と
し
て
尊
崇
さ
れ
て
お
り
、
彼
の
入
朝
を
許
し
て
日
本
情
勢
を
尋

間
す
べ
き
だ
と
説
く
と
と
も
に
、
重
ね
て
「
互
市
を
開
い
て
こ
そ
、
東
南
沿
海
の
騒
乱
を
鎮
静
化
し
う
る
」
と
説
い
た
と
さ
れ
る
(84)

。
し
か

し
結
局
、
胡
宗
憲
は
鄭
舜
功
を
日
本
人
と
結
ん
で
海
禁
に
反
す
る
互
市
を
要
求
し
た
と
し
て
弾
劾
し
、
清
授
は
遠
方
に
流
諦
し
、
鄭
舜
功
は

辺
境
の
軍
役
に
充
て
る
と
い
う
処
分
が
下
さ
れ
た
と
い
う
(85)

。
な
お
鄭
舜
功
は
『
日
本
一
鑑
』
に
お
い
て
、
「
匪
人
助
長
盗
名
、
不
礼
遇
之
、

故
祖
入
朝
」
と
、
「
匪
人
」
が
大
友
氏
の
使
者
を
「
礼
遇
」
せ
ず
、
そ
の
「
入
朝
」
を
阻
ん
だ
と
記
す
が
、
こ
の
「
匪
人
」
も
暗
に
胡
宗
憲
を

指
す
の
だ
ろ
う
(
8
6
)
0

こ
の
よ
う
に
『
日
本
一
鑑
』
で
は
鄭
舜
功
が
大
友
氏
に
よ
る
朝
貢
の
承
認
を
求
め
た
と
述
べ
る
の
に
対
し
、
『
胡
公
行
実
』
で
は
鄭
舜
功
が

南
澳
島
の
事
例
に
倣
っ
て
日
本
と
の
互
市
開
始
を
求
め
た
が
、
胡
宗
憲
が
断
固
拒
否
し
た
と
記
す
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
『
日
本
一
鑑
』
と

『
胡
公
行
実
』
は
、
い
ず
れ
も
一
五
五

0
年
代
に
明
朝
が
王
直
の
互
市
開
始
要
求
を
拒
絶
し
、
彼
が
処
刑
さ
れ
た
後
に
成
立
し
た
著
作
で
あ

り
、
大
友
氏
・
大
内
氏
の
朝
貢
船
が
舟
山
列
島
に
来
航
し
た
時
点
で
、
鄭
舜
功
な
い
し
胡
宗
憲
が
王
直
の
要
請
に
よ
り
互
市
を
開
く
こ
と
を

模
索
し
て
い
た
と
書
く
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

東
洋
史
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た
だ
し
近
年
の
研
究
で
は
、
胡
宗
憲
は
当
初
王
直
の
要
請
に
応
じ
、
浙
江
に
お
け
る
互
市
開
始
も
選
択
肢
と
し
て
検
討
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
岩
井
茂
樹
は
、
嘉
靖
三
七
年
に
王
直
が
浙
直
総
督
胡
宗
憲
の
招
撫
に
応
じ
る
際
に
、
舟
山
群
島
に
お
い
て
広
州
近

海
と
同
じ
よ
う
な
互
市
を
開
く
こ
と
を
構
想
し
て
い
た
と
説
く
(87)

。
ま
た
鹿
毛
敏
夫
・
山
崎
岳
は
、
胡
宗
憲
は
蒋
洲
ら
を
九
州
に
派
遣
し
、

王
直
に
倭
寇
鎮
圧
を
条
件
に
互
市
を
認
可
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
、
招
撫
を
試
み
た
の
だ
と
論
じ
て
い
る
(88)

。
さ
ら
に
車
恵
媛
も
、
蒋
洲
・

陳
可
願
一
行
の
日
本
派
遣
の
背
景
に
は
、
胡
宗
憲
に
よ
る
「
貢
市
」
再
開
の
構
想
と
、
明
朝
の
主
導
に
よ
る
日
明
朝
貢
関
係
の
再
構
築
と
い

う
意
図
が
あ
っ
た
と
説
い
て
い
る
(
8
9
)
0

こ
れ
に
対
し
、
同
時
期
の
鄭
舜
功
が
、
『
日
本
一
鑑
』
に
記
す
よ
う
に
朝
貢
貿
易
認
可
を
要
請
し
、
互
市
再
開
に
は
否
定
的
だ
っ
た
の
か
、

『
胡
公
行
実
』
が
記
す
よ
う
に
互
市
開
始
を
必
要
に
求
め
て
い
た
の
か
、
確
認
す
る
手
が
か
り
は
残
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
近
年
の
研

究
が
説
く
よ
う
に
、
胡
宗
憲
が
浙
江
近
海
に
お
け
る
互
市
開
始
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
た
と
し
て
、
鄭
舜
功
が
そ
れ
に
反
対
し
て
い
た
の

か
否
か
、
現
段
階
で
は
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

た
だ
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
王
直
や
大
友
氏
遣
明
船
へ
の
対
応
を
中
心
に
、
倭
寇
対
策
を
自
ら
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
っ
て
進
め
て
い
た

胡
宗
憲
に
と
っ
て
、
前
総
督
楊
宜
が
派
遣
し
た
鄭
舜
功
が
、
そ
の
過
程
に
介
入
し
て
く
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

ま
た
胡
宗
憲
自
身
が
派
遣
し
た
蒋
洲
も
、
大
友
氏
や
大
内
氏
を
日
本
国
王
印
や
勘
合
が
不
備
な
ま
ま
入
貢
さ
せ
た
責
任
を
問
わ
れ
て
投
獄
さ

れ
て
お
り
、
胡
宗
憲
も
あ
え
て
彼
を
弁
護
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
(90)

。
お
そ
ら
く
蒋
洲
の
投
獄
と
前
後
し
て
、
鄭
舜
功
も
日
本
使
節
と
結
託

し
て
互
市
を
要
求
し
た
と
い
う
理
由
に
よ
り
、
同
様
に
投
獄
さ
れ
て
倭
寇
対
策
の
現
場
か
ら
排
除
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
本
稿
で
は
、
浙
直
総
督
胡
宗
憲
の
倭
寇
対
応
に
関
わ
る
『
器
海
図
編
』
・
『
胡
公
行
実
』
、
鄭
舜
功
の
『
日
本
一
鑑
』
に
く
わ
え
、
鄭

舜
功
一
族
の
家
譜
『
双
橋
鄭
氏
宗
譜
』
や
、
陸
深
『
懺
山
集
』
所
収
の
鄭
舜
功
の
祖
父
鄭
廉
に
関
す
る
史
料
も
利
用
し
て
、
鄭
舜
功
が
日
本

鄭
舜
功
の
家
系
と
そ
の
貿
易
活
動
（
夏
）

お

わ

り

に
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(
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宣
諭
の
た
め
に
派
遭
さ
れ
た
経
過
と
、
王
直
招
撫
を
め
ぐ
る
胡
宗
憲
と
鄭
舜
功
の
関
係
性
、

検
討
を
加
え
た
。

従
来
、
王
直
招
撫
の
過
程
で
行
わ
れ
た
鄭
舜
功
の
日
本
宜
諭
に
つ
い
て
は
、
鄭
舜
功
が
浙
直
総
督
楊
宜
に
よ
り
倭
寇
禁
圧
の
宣
諭
の
た
め

日
本
に
派
遣
さ
れ
た
と
論
じ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
鄭
舜
功
が
帰
国
後
に
胡
宗
憲
に
よ
り
投
獄
さ
れ
た
要
因
に
つ
い
て
は
、
彼
を
派

遣
し
た
旧
総
督
楊
宜
の
失
脚
や
、
彼
が
大
友
氏
の
使
僧
と
と
も
に
互
市
開
始
を
要
求
し
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
本
稿

で
は
『
双
橋
鄭
氏
宗
譜
』
や
『
懺
山
集
』
所
収
の
墓
誌
銘
な
ど
に
よ
り
、
鄭
舜
功
の
祖
父
鄭
廉
が
松
江
府
に
お
い
て
商
業
に
従
事
し
、
当
地

の
郷
紳
陸
深
と
も
交
友
関
係
を
も
ち
、
鄭
舜
功
が
祖
父
の
墓
誌
銘
を
陸
深
に
依
頼
し
た
こ
と
を
示
し
、
鄭
舜
功
の
日
本
宣
諭
の
実
現
に
こ
う

し
た
官
界
に
お
け
る
人
脈
の
存
在
が
寄
与
し
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
『
胡
公
行
実
」
や
『
日
本
一
鑑
』
に
よ
り
、
鄭
舜
功

自
身
も
同
郷
の
款
県
出
身
で
あ
る
許
氏
兄
弟
な
ど
と
と
も
に
、
海
外
密
貿
易
に
関
与
し
て
い
た
可
能
性
も
指
摘
し
た
。

さ
ら
に
本
稿
で
は
、
王
直
招
撫
に
対
す
る
互
市
開
始
の
是
非
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
、
胡
宗
憲
と
鄭
舜
功
の
見
解
の
相
違
を
、
『
日
本
一

鑑
』
と
『
胡
公
行
実
」
の
記
述
を
対
照
し
て
検
討
し
た
。
胡
宗
憲
が
当
初
は
互
市
開
始
の
可
能
性
を
模
索
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対

し
、
鄭
舜
功
が
も
と
も
と
朝
貢
貿
易
の
再
開
の
み
を
意
図
し
て
い
た
の
か
、
浙
江
に
お
い
て
広
東
の
南
澳
島
と
同
じ
よ
う
な
互
市
の
開
始
を

め
ざ
し
て
い
た
の
か
、
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
朝
廷
の
厳
嵩
．
趙
文
華
と
結
ん
で
東
南
沿
海
の
倭
寇
対
策
を
強
力
に
主
導
し
つ
つ
あ
っ

た
胡
宗
憲
に
と
っ
て
、
鄭
舜
功
が
そ
の
過
程
に
容
瞭
す
る
こ
と
は
許
容
し
が
た
く
、
結
果
的
に
鄭
舜
功
の
投
獄
に
到
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

お
よ
び
鄭
舜
功
入
獄
事
件
の
背
景
に
つ
い
て
再

『
世
宗
実
録
』
（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
影
印
本
、
一
九
六
五
年
）
巻
四
五
〇
、
嘉
靖
一
二
十
六
年
八
月
甲
辰
条
、
七
六
四
九
頁
に
よ
れ
ば
、
鄭
舜
功

は
浙
直
総
督
楊
宜
に
よ
っ
て
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
。
し
か
し
『
日
本
一
鑑
』
で
は
楊
宜
に
つ
い
て
言
及
せ
ず
、
鄭
舜
功
は
兵
部
尚
書
楊
博
の
意
見
に
従
い
、

「
大
明
国
客
」
と
し
て
日
本
に
渡
航
し
た
と
記
し
て
い
る
。
鄭
舜
功
『
日
本
一
鑑
』
（
文
殿
閣
、
一
九
三
九
年
）
拌
海
図
経
、
巻
首
、
二
頁
表
。
「
丙
辰
仲
夏
、

註
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人
事
既
具
、
風
汎
乃
期
、
我
方
津
発
、
自
広
至
倭
」
。
同
、
巻
一
、
万
里
長
歌
、
九
頁
裏
。
「
国
客
之
名
、
蓋
因
奉
使
之
際
、
遵
蒙
本
部
尚
書
楊
令
言
」
。

(
2
)

『
日
本
一
鑑
』
窮
河
話
海
、
巻
六
、
流
逍
、
一
一
頁
裏
。
「
嘉
靖
丁
已
春
正
月
辛
已
、
…
…
惟
時
布
衣
鄭
舜
功
使
日
本
還
」
。
同
、
巻
九
、
接
使
、
八
頁
表
。

「
自
匪
人
去
位
之
後
、
訴
蒙
憲
司
哀
憐
釈
獄
」
。
同
巻
八
、
評
議

‘
1
0頁
表
。
「
不
惟
以
功
効
忠
不
賞
、
幽
禁
七
年
」
。
な
お
胡
宗
憲
は
嘉
靖
四
一
(
-
五
六

二
）
年
―
一
月
に
逮
捕
さ
れ
て
上
京
し
、
嘉
靖
四
二
年
正
月
に
解
任
の
処
分
を
受
け
て
帰
郷
し
て
い
る
。
下
利
『
胡
宗
憲
伝
』
（
安
徽
大
学
出
版
社
、
二
〇

―
―
―
一
年
）
付
録
「
胡
宗
憲
大
事
編
年
」
二
七
八
ー
ニ
七
九
頁
参
照
。

(
3
)

胡
宗
憲
に
よ
る
鄭
舜
功
の
投
獄
事
件
に
つ
い
て
は
、
神
戸
輝
夫
「
鄭
舜
功
と
蒋
洲
ー
大
友
宗
麟
と
会
っ
た
二
人
の
明
人
」
（
『
大
分
大
学
教
育
福
祉
科
学

部
研
究
紀
要
』
第
一

0
号
、
一
九
九
九
年
）
一

0
九
1
-
1
一
四
頁
。
下
利
「
明
代
鄭
舜
功
籍
貫
、
生
平
事
跡
及
出
使
日
本
考
」
（
『
安
徽
史
学
』
二

0
一
七
年

六
期
）
七
五
＼
七
六
頁
。
車
恵
媛
「

16Ail71，
口
。
王
叫
南
倭
叫
刹
「
叫
封
．
貢
・
市
」
[
-
六
世
紀
、
明
朝
の
南
倭
対
策
と
封
．
貢
・
市
)
]
（
『
東
洋
史
学
研

究
』
第
一
三
五
輯
、
二

0
一
六
年
）
八
二
＼
八
三
頁
を
参
照
。
一
方
、
小
葉
田
淳
・
中
島
敬
・
下
利
ら
は
、
鄭
舜
功
の
投
獄
の
原
因
を
、
胡
宗
憲
に
よ
る
冤

罪
と
し
て
で
は
な
く
、
蒋
洲
と
同
じ
く
日
本
の
朝
貢
再
開
を
要
請
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
小
葉
田
淳
『
中
世
日
支
通
交
貿
易
史
の
研
究
』

（
刀
江
書
院
、
一
九
六
九
年
、
初
出
一
九
四
一
年
）
四
五
四

1
四
五
五
頁
。
中
島
敬
「
鄭
舜
功
の
来
日
に
つ
い
て
」
（
『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
史
学
科
篇
』

第
一
九
号
、
一
九
九
一
1

一
年
）
七
二
頁
。

(
4
)

胡
桂
奇
『
胡
公
行
実
』
（
不
分
巻
）
（
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
史
部
八
三
冊
・
伝
記
類
、
斉
魯
書
社
、
一
九
九
六
年
）
四
六

0
頁
。
冑
永
憲
・
察
眼
沫
「
海

商
王
直
叫
興
亡
叫
徽
州
叫
戸
一
判
ヨ
」
[
海
商
王
直
の
興
亡
と
徽
州
ネ
ツ
ト
ヮ
l
ク
]
（
『
ゴ
o
刃
o
外
吋
五
1
[明
清
史
研
究
]
四
四
号
、
二

O
一
五
年
）
七
四
頁
o

ま
た
下
利
は
胡
宗
憲
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
同
じ
視
点
か
ら
同
史
料
を
簡
潔
に
紹
介
し
て
い
る
。
下
前
掲
『
胡
宗
憲
伝
』
第
一
一
章
「
剰
撫
併
挙
、
誘
殺

王
直
」
一
四
九
S
一
五

0
頁
参
照
。

(
5
)

山
崎
岳
「
舶
主
王
疸
功
罪
考
（
後
篇
）
ー
胡
宗
憲
の
日
本
招
諭
を
中
心
に
」
（
『
東
方
学
報
』
第
九

0
冊
、
二

0
一
五
年
）
九
一
＼
一
四
三
頁
、
曹
．
察

前
掲
「
海
商
王
直
斗
興
亡
叫
徽
州
叫
巨
判
丑
」
[
海
商
王
直
の
興
亡
と
徽
州
ネ
ツ
ト
ヮ
ー
ク

r
増
田
真
意
子
「
明
代
嘉
靖
後
期
に
於
け
る
海
禁
政
策
の
実

行
と
そ
の
転
換
」
（
『
言
語
・
地
域
文
化
研
究
』
第
一
三
号
、
二

0
0七
年
）
一
八
七
ー
ニ

0
五
頁
、
車
前
掲
「

16Ail719
田
。
ス
富
「
南
倭
哨
到
叫
封
．
貢
・

市
」
[
-
六
世
紀
、
明
朝
の
南
倭
対
策
と
封
．
貢
.
市
]
を
参
照
。

下
前
掲
「
明
代
鄭
舜
功
籍
貫
、
生
平
事
跡
及
出
使
日
本
考
」
七
二
頁
。

(
6
)
 

鄭
舜
功
の
家
系
と
そ
の
貿
易
活
動
（
夏
）
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(
7
)
 

東
洋
史
論
集
五
〇

『
世
宗
実
録
』
巻
四
―
二
、
嘉
靖
三
十
四
年
四
月
辛
巳
条
、
七
二
九
八
＼
七
一
一
九
九
頁
。
『
世
宗
実
録
』
巻
四
一
二
四
、
嘉
靖
一
二
十
五
年
四
月
甲
午
条
、
七
四

七
九
頁
。
山
崎
前
掲
「
舶
主
王
直
功
罪
考
（
後
篇
）
」
一
〇
六
頁
。

(
8
)

夏
歓
「
胡
宗
憲
と
張
経
弾
劾
事
件
ー
『
三
巡
奏
議
』
を
主
史
料
と
し
て
」
（
『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』
第
四
六
号
、
―

1
0
一
九
年
）
一
ー
ニ
九
頁
。

(
9
)
田
中
健
夫
「
明
人
蒋
洲
の
日
本
宣
諭
ー
~
王
直
の
誘
引
と
戦
国
日
本
の
紹
介
」
（
『
中
世
対
外
関
係
史
』
東
京
大
学
出
版
社
、
一
九
七
五
年
）
三
―
ニ
ー
三

ニ
八
頁
。
山
崎
前
掲
「
舶
主
王
直
功
罪
考
（
後
篇
）
」
九
一

1
一
四
三
頁
。

(10)

鄭
若
曾
『
器
海
図
網
』
（
中
華
書
局
、
二

0
0七
年
）
巻
二
上
、
「
王
官
使
倭
事
略
」
、
今
上
皇
帝
嘉
靖
一
二
十
四
年
七
月
遣
使
移
諭
日
本
条
、
一
五
七
頁
。

(11)

『
世
宗
実
録
』
巻
四
一
二
四
、
嘉
靖
三
十
五
年
四
月
甲
午
条
、
七
四
七
九
頁
。
田
中
前
掲
「
明
人
蒋
洲
の
日
本
宣
諭
」
三
一
八
頁
。

(12)

『
世
宗
実
録
』
巻
四
五
三
、
嘉
靖
三
十
六
年
十
一
月
乙
卯
条
、
七
六
七
七
頁
。
鹿
毛
敏
夫
「
十
五
・
十
六
世
紀
大
友
氏
の
対
外
交
渉
」
（
『
史
学
雑
誌
』
第

―
―
―
―
巻
一
一
号
、
二

0
0三
年
）
二
九
＼
三

0
頁
、
山
崎
前
掲
「
舶
主
王
直
功
罪
考
（
後
篇
）
」
一
〇
八

1
1
0九
頁
、
田
中
前
掲
「
明
人
蒋
洲
の
日
本
宣

諭
」
三
―

1
0頁
を
参
照
。

(13)

『
世
宗
実
録
』
巻
一
七
六
、
嘉
靖
三
十
五
年
四
月
甲
戌
条
、
七
四
七
九
頁
。
『
世
宗
実
録
』
巻
一
七
六
、
嘉
靖
一
二
十
六
年
八
月
甲
辰
条
、
七
六
四
九
頁
。
田

中
前
掲
「
明
人
蒋
洲
の
日
本
宜
諭
」
三
―

-os-―
-
=
-
―
一
頁
参
照
。

(14)

『
世
宗
実
録
』
巻
四
五
三
、
嘉
靖
一
二
十
六
年
十
一
月
乙
卯
条
、
七
六
七
六
頁
。
山
崎
前
掲
「
舶
主
王
直
功
罪
考
（
後
篇
）
」
―
-
四

1
-
―
八
頁
参
照
。

(15)

『
世
宗
実
録
』
巻
四
五
三
、
嘉
靖
三
十
六
年
十
一
月
乙
卯
条
、
七
六
七
七
頁
。
山
崎
前
掲
「
舶
主
王
直
功
罪
考
（
後
篇
）
」
―
-
九
頁
参
照
。

(16)

同
上
、
七
六
七
八
頁
。
山
崎
前
掲
「
舶
主
王
直
功
罪
考
（
後
篇
）
」
―
ニ
ニ
頁
参
照
。

(17)

『
世
宗
実
録
』
巻
四
五
一
―
-
、
嘉
靖
一
二
十
六
年
十
一
月
乙
卯
条
、
七
六
七
八
頁
。
山
崎
前
掲
「
舶
主
王
直
功
罪
考
（
後
篇
）
」
―
ニ
ニ
頁
参
照
。

(18)

小
葉
田
淳
は
、
『
籍
海
図
編
』
に
お
け
る
王
直
に
関
す
る
記
述
は
「
王
直
の
逮
捕
・
処
刑
の
結
果
に
関
連
し
て
、
胡
宗
憲
弁
護
の
立
場
に
あ
り
、
こ
れ
と

対
応
し
て
常
に
歪
曲
さ
れ
が
ち
で
あ
る
こ
と
」
を
指
摘
す
る
。
小
葉
田
前
掲
『
中
世
日
支
通
交
貿
易
史
の
研
究
』
第
八
章
一
日
明
交
渉
の
新
展
開
」
四
七
五
頁
。

(19)

武
安
隆
・
熊
達
雲
『
中
国
人
の
日
本
研
究
史
』
（
六
興
出
版
、
一
九
八
九
年
）
七

0
頁
。
中
島
前
掲
「
鄭
舜
功
の
来
日
に
つ
い
て
」
六
五
＼
六
六
頁
参
照
。

(20)

胡
宗
憲
『
三
巡
奏
議
』
（
古
典
研
究
会
、
一
九
六
四
年
）
巻
三
、
巡
浙
奏
疏
、
「
題
為
献
愚
忠
以
図
安
攘
事
」
二
八
三

S
二
八
四
頁
。
「
又
拠
巡
視
海
道
副

使
劉
起
宗
呈
称
、
本
道
遁
巡
定
海
、
拠
監
生
生
員
徐
応
宿
・
李
賢
等
連
名
掲
呈
、
併
諸
官
吏
士
民
衆
口
同
詞
、
致
謂
倭
奴
素
為
称
臣
納
款
之
番
服
、
非
套
虜
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達
賊
之
比
。
但
其
散
処
別
島
之
夷
、
背
其
君
長
之
令
、
騨
為
鼠
窃
之
謀
、
亦
由
沿
海
姦
民
互
為
番
舶
之
市
、
漸
滋
勾
引
之
嚢
、
以
醸
成
禍
害
至
此
。
誠
望
遣

人
省
諭
彼
国
酋
長
、
伸
令
感
畏
威
徳
、
過
絶
寇
盗
、
庶
幾
可
塞
其
源
。
…
…
今
日
士
民
同
詞
、
欲
行
浙
•
福
一
一
省
以
有
司
之
意
遣
人
省
諭
、
以
伸
国
威
、
ロ
ハ

欲
題
知
、
使
有
司
得
以
開
誠
展
布
耳
」
。

(21)

鄭
舜
功
『
日
本
一
鑑
』
窮
河
話
海
、
巻
九
、
接
使
、
七
頁
表
。
「
子
歳
乙
卯
赴
閾
陳
言
、
荷
蒙
聖
明
、
不
以
愚
昧
罪
功
、
特
下
兵
部
容
送
総
督
軍
門
、
転

杏
浙
•
福
軍
門
、
文
移
浙
江
司
道
、
議
功
使
往
日
本
国
採
訪
夷
情
、
随
機
開
諭
帰
報
施
行
等
因
」
。
同
巻
八
、
評
議
、
一
頁
表
。
「
念
功
一
誠
、
効
役
万
死
、

余
生
三
至
京
師
…
…
又
賭
兵
部
之
門
示
、
則
日
『
一
応
人
等
、
但
有
御
侮
平
倭
長
策
者
、
倶
許
具
開
掲
帖
、
不
時
赴
部
以
備
採
択
』
」
。
掲
帖
は
宋
元
時
代
の

財
政
報
告
書
に
起
源
し
、
明
代
か
ら
官
庁
間
の
上
行
文
書
や
、
私
的
な
書
簡
と
し
て
広
く
使
わ
れ
た
。
ま
た
明
初
に
は
洪
武
帝
が
民
衆
が
政
治
上
の
建
言
や

官
員
の
摘
発
を
直
接
に
皇
帝
に
上
言
す
る
こ
と
を
推
奨
し
、
掲
帖
は
一
般
民
衆
が
国
政
に
つ
い
て
建
言
す
る
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
い
う
。
展
龍
「
掲

帖
—
ー
明
代
輿
論
的
政
治
互
通
与
官
民
互
動
」
（
『
史
学
集
刊
』
二0
一
八
年
三
期
）
四
ー
一
五
頁
、
趙
彦
昌
「
明
清
掲
帖
考
」
（
『
山
西
梢
案
』
―
1
0
0
七
年

二
期
）
五
四
ー
五
七
頁
。

(22)

「
蒋
洲
伝
」
の
同
文
は
、
黄
宗
義
著
・
陳
乃
乾
編
『
黄
梨
洲
文
集
』
（
中
華
書
局
、
一
九
五
九
年
）
縛
状
類
、
「
蒋
氏
一
二
世
伝
」
、
六
ニ
ー
六
五
頁
に
も
収
録

さ
れ
て
い
る
。
田
中
前
掲
「
明
人
蒋
洲
の
日
本
宣
諭
」
l

―
―
―
四
ー
三
一
八
頁
参
照
。
以
下
、
本
論
文
で
は
「
蒋
氏
三
世
伝
」
の
内
容
を
引
用
す
る
。

(23)

田
中
前
掲
「
明
人
蒋
洲
の
日
本
宣
諭
」
三
一
七
頁
、
山
崎
前
掲
「
舶
主
王
直
功
罪
考
（
後
篇
）
」
一

0
五
頁
。
な
お
黄
宗
漿
「
蒋
氏
三
世
伝
」
で
は
、
蒋

洲
は
万
表
の
推
薦
に
よ
り
胡
宗
憲
の
私
的
幕
僚
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
と
記
す
。
「
蒋
氏
三
世
伝
」
、
六
三
頁
。
「
（
王
直
）
時
々
遣
部
下
剰
攻
沿
海
郡
邑
、
東
南

険
動
。
当
是
時
、
胡
梅
林
宗
憲
開
府
浙
直
、
歴
訪
奇
士
。
而
宗
信
（
夏
注
品
将
洲
の
字
）
之
里
人
都
督
万
鹿
圃
表
留
心
人
物
、
謂
梅
林
日
『
里
有
蒋
生
者
、

縦
横
之
士
也
』
。
梅
林
遂
介
鹿
園
、
置
之
幕
府
」
。
呂
靖
波
「
胡
宗
憲
幕
府
人
物
考
略
」
（
『
漁
州
学
院
学
報
』
二

0
0八
年
四
期
）
六
頁
。
辻
原
明
穂
「
明
代

督
撫
幕
府
の
構
造
と
特
色
ー
嘉
靖
年
間
の
胡
宗
憲
幕
府
を
手
掛
り
と
し
て
」
（
『
史
窓
』
第
六
七
号
、
二

0
-
0年
）
三
ニ
ー
三
三
頁
、
三
八
頁
。

(24)

田
中
前
掲
「
明
人
蒋
洲
の
日
本
宣
諭
」
三
一
八
頁
、
山
崎
前
掲
「
舶
主
王
直
功
罪
考
（
後
篇
）
」
一

0
五
1
1
0六
頁
。

(25)

戴
廷
明
・
程
尚
寛
等
編
『
新
安
名
族
志
』
（
黄
山
書
社
、
二

0
0七
年
）
後
巻
、
鄭
、
歓
県
・
鄭
村
条
、
四
四
八
頁
。
「
在
邑
西
十
里
、
宋
有
諒
球
者
、
天

藉
中
遷
此
。
歳
久
族
蕃
、
遂
以
姓
称
其
地
」
。
子
器
「
元
代
徽
州
家
族
与
地
方
社
会
秩
序
的
構
建
ー
以
歓
県
双
橋
鄭
氏
為
中
心
」
（
『
中
国
史
研
究
』
二
〇

一
六
年
四
期
）
―
―
―
―
―
二
頁
参
照
。

鄭
舜
功
の
家
系
と
そ
の
貿
易
活
動
（
夏
）
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東
洋
史
論
集
五
〇

一
九
八
一
年
）
第
三
章
「
明
末
宗
族
の
性
格
と
宗
譜
編
集
に
関
す
る
考
察
」
二
九
三
＼

(26)

代
表
的
な
人
物
と
し
て
、
鄭
安
と
鄭
玉
が
挙
げ
ら
れ
る
。
鄭
安
は
南
宋
の
降
伏
直
後
に
歓
県
の
士
人
と
連
携
し
て
元
朝
に
よ
る
屠
城
を
阻
止
し
、
歓
県
手

に
任
じ
ら
れ
た
。
鄭
玉
は
元
末
の
理
学
家
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
元
が
滅
び
た
際
に
国
に
殉
じ
て
自
殺
し
た
。
子
前
掲
「
元
代
徽
州
家
族
与
地
方
社
会
秩
序

的
構
建
」
一
三
一

1
一
四
六
頁
。
韓
志
遠
「
従
元
末
徽
州
名
儒
鄭
玉
殉
国
看
南
人
儒
士
対
元
朝
的
認
同
」
（
梁
家
貴
主
編
『
暁
北
文
化
研
究
集
刊
こ
冗
後
期

政
治
与
社
会
学
術
研
討
会
専
輯
第
三
輯
』
黄
山
書
社
、
二

0
―
二
年
）
二
四
ー
三
六
頁
。

(27)

『
明
史
』
（
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
）
巻
二
八
六
、
列
伝
第
百
七
十
四
、
文
苑
二
、
陸
深
、
七
三
五
八
頁
。
『
孝
宗
実
録
』
（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究

所
影
印
本
、
一
九
六
四
年
）
巻
ニ
―
二
、
弘
治
十
八
年
三
月
辛
亥
条
、
四
二

0
四
頁
。
『
武
宗
実
録
』
（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
影
印
本
、
一
九
六
四

年
）
巻
一
六
六
、
正
徳
十
三
年
九
月
癸
丑
条
、
三
ニ
一
五
頁
。
『
世
宗
実
録
』
巻
九
八
、
嘉
靖
七
年
五
月
己
卯
条
、
二
三

0
0頁。

(28)

『
双
橋
鄭
氏
宗
譜
』
所
収
鄭
可
斎
の
墓
誌
、
下
前
掲
「
明
代
鄭
舜
功
籍
貫
、
生
平
事
跡
及
出
使
日
本
考
」
七
二
頁
参
照
。
な
お
下
利
は
紹
介
し
て
い
な
い

が
、
陸
深
『
懺
山
集
』
（
『
欽
定
四
庫
全
書
』
集
部
六
・
別
集
類
五
所
収
）
巻
六
七
、
墓
誌
銘
六
、
に
は
、
『
双
橋
鄭
氏
宗
譜
』
の
鄭
廉
墓
誌
と
ほ
ぼ
同
文
の

「
処
士
鄭
可
斎
墓
誌
銘
」
を
収
め
て
お
り
、
末
尾
に
は
『
宗
譜
』
所
収
墓
誌
に
は
な
い
銘
文
も
附
し
て
い
る
（
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
―
二
六
八
冊
・
集
部
―
―

0
七
・
別
集
類
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
四
三
一

1
四
三
二
頁
）
。
な
お
鄭
廉
の
子
（
鄭
舜
功
の
父
）
鄭
思
宏
に
つ
い
て
、
『
宗
譜
』
所
収
墓
誌

に
は
「
子
男
思
宏
、
要
程
氏
、
先
十
二
年
族
（
卒
）
」
と
あ
る
が
、
『
懺
山
集
』
所
収
「
墓
誌
銘
」
に
は
「
子
男
思
宏
、
要
某
氏
、
先
二
年
卒
」
と
し
て
お

り
、
妻
の
姓
を
明
記
せ
ず
没
年
も
異
な
っ
て
い
る
。
『
宗
譜
』
の
記
載
の
方
が
原
文
に
近
い
た
め
、
以
下
『
宗
譜
』
に
よ
り
引
用
す
る
。

(29)

下
前
掲
「
明
代
鄭
舜
功
籍
貫
、
生
平
事
跡
及
出
使
日
本
考
」
七
二
頁
。

(30)

多
賀
秋
五
郎
『
中
国
宗
譜
の
研
究
上
』
（
日
本
学
術
振
興
会
、

二
九
四
頁
。

一
九
八
七
年
）
巻
二
、
歌
一
、
「
三
松
図
」
、

(31)

下
前
掲
「
明
代
鄭
舜
功
籍
貫
、
生
平
事
跡
及
出
使
日
本
考
」
七
二
頁
所
引
、
『
双
橋
鄭
氏
宗
譜
』
。

(32)

藤
井
宏
「
新
安
商
人
の
研
究
（
二
）
」
（
『
東
洋
学
報
』
第
三
六
巻
二
号
、
一
九
五
一
一
一
年
）
一
八

0
1
一
九
四
頁
。
中
島
楽
章
『
徽
州
商
人
と
明
清
中
国
』

（
山
川
出
版
社
、
二

0
0九
年
）
二
三
ー
三

0
頁。

(33)

下
前
掲
「
明
代
鄭
舜
功
籍
貫
、
生
平
事
跡
及
出
使
日
本
考
」
七
二
頁
所
引
、
『
双
橋
鄭
氏
宗
譜
』
。

(34)

陸
深
『
像
山
集
』
（
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
―
二
六
八
冊
・
集
部
―

1
0七
・
別
集
類
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
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0
頁
。
「
往
年
遊
京
師
、
館
閣
巨
公
与
諸
学
士
史
官
聟
当
世
名
流
、
頗
有
知
之
者
、
而
宜
簡
益
自
鞘
晦
」
。

(35)

陸
深
『
懺
山
集
』
巻
八
七
、
題
跛
二
、
「
跛
師
山
集
」
、
五
六
四
頁
。
「
宜
簡
為
師
山
後
人
、
往
年
嘗
持
其
遺
令
手
稿
至
翰
林
、
予
為
倣
跛
」
。

(36)

陸
深
『
像
山
集
』
巻
八
七
、
題
跛
二
、
「
跛
師
山
集
」
、
五
六
四
頁
。
「
川
責
参
将
孫
君
仁
自
徽
来
赴
任
、
由
香
渓
覆
舟
、
僅
得
免
゜
其
郷
人
鄭
君
宜
簡
、

以
此
集
侑
械
至
。
孫
君
尚
手
湿
、
封
投
予
」
。

(37)

藤
井
宏
「
新
安
商
人
の
研
究
（
四
完
）
」
（
『
東
洋
学
報
』
第
三
六
巻
四
号
、
一
九
五
四
年
）
―
-
五

S
一
四
四
頁
。

(38)

侃
宗
正
『
保
小
野
先
生
全
集
』
（
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
集
部
五
八
冊
・
別
集
類
、
斉
魯
書
社
、
一
九
九
七
年
）
巻
二
、
説
、
「
可
斎
説
」
、
四
八
四

1
四

八
五
頁
。
「
歓
人
鄭
廉
字
宜
簡
…
…
師
山
之
孫
、
守
詩
礼
以
世
其
家
、
与
賢
士
賢
大
夫
交
、
観
感
琢
磨
以
成
其
徳
、
而
不
背
乎
名
教
」
。

(39)

千
森
は
双
橋
鄭
氏
の
子
孫
だ
っ
た
鄭
燭
が
嘉
靖
一
四
(
-
五
三
五
）
年
に
編
纂
し
た
『
済
美
録
』
に
よ
っ
て
、
元
代
に
お
け
る
鄭
氏
の
人
脈
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。
子
前
掲
「
元
代
徽
州
家
族
与
地
方
社
会
秩
序
的
構
建
」
一
三
五
ー
一
三
九
頁
。

(40)

戴
．
程
前
掲
『
新
安
名
族
志
』
後
巻
、
鄭
、
歓
県
・
鄭
村
条
、
四
四
九

1
四
五

0
頁。

(41)

鄭
氏
が
元
代
以
来
の
「
名
族
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
文
物
と
し
て
、
歓
県
鄭
村
の
「
貞
白
坊
」
が
あ
る
。
歓
県
ヂ
鄭
安
の
三
男
で
、
祁
門
県
尉
な
ど
を

歴
任
し
た
鄭
千
齢
の
死
後
、
徽
州
の
士
民
は
徽
州
路
に
対
し
、
鄭
千
齢
に
「
貞
白
先
生
」
と
い
う
私
誼
を
贈
り
、
そ
の
故
地
で
あ
る
「
善
福
里
」
を
「
貞
白

里
」
と
改
名
し
、
門
坊
と
石
碑
を
設
立
す
る
こ
と
を
請
願
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
元
至
順
三
(
-
三
三
二
）
年
に
は
「
貞
白
坊
」
が
建
造
さ
れ
、
明
弘
治
一

二
(
-
四
九
九
）
年
の
再
建
、
嘉
靖
六
(
-
五
二
七
）
年
・
清
乾
隆
二

0
(
一
七
五
五
）
年
の
修
復
を
経
て
、
現
存
す
る
徽
州
最
古
の
牌
坊
と
さ
れ
て
い

る
。
子
前
掲
「
元
代
徽
州
家
族
与
地
方
社
会
秩
序
的
構
建
」
一
三
五
頁
、
李
新
林
等
編
『
鄭
村
志
』
（
鄭
村
志
編
委
会
、
二

0
1
0年
）
第
三
章
「
古
建
」

四
三

S
四
四
頁
参
照
。

(42)

陸
深
『
偲
山
集
』
巻
一
五
、
七
言
律
詩
、
「
贈
別
鄭
宜
簡
」
、
九
七
頁
。

(43)

『
明
史
』
巻
二
八
六
、
列
伝
第
百
七
十
四
、
文
苑
二
、
陸
深
、
七
三
五
八
頁
。

(44)

陸
深
は
正
徳
一
三
年
か
ら
北
京
に
お
い
て
国
子
監
司
業
・
国
子
監
祭
酒
の
任
に
あ
っ
た
が
、
正
徳
一
六
年
か
ら
服
喪
の
た
め
に
帰
郷
し
、
嘉
靖
六
年
に
再

び
復
職
し
た
。
そ
の
後
、
嘉
靖
八
年
三
月
以
降
、
同
年
九
月
ま
で
は
福
建
延
乎
府
同
知
に
左
遷
さ
れ
て
い
た
。
『
武
宗
実
録
』
巻
一
六
六
、
正
徳
十
三
年
九

月
癸
条
、
三
ニ
―
五
頁
。
『
世
宗
実
録
』
巻
八
二
、
嘉
靖
六
年
十
一
月
戌
戌
条
、
一
八
三
七
頁
。
同
巻
九
八
、
嘉
靖
七
年
五
月
己
卯
条
、
二
三

0
0頁
。
同

鄭
舜
功
の
家
系
と
そ
の
貿
易
活
動
（
夏
）
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東
洋
史
論
集
五
〇

巻
九
八
、
嘉
靖
八
年
一
二
月
癸
卯
条
、
ニ
―
言
一
五
頁
。

(45)

陸
深
『
懺
山
集
』
巻
八
一
―
-
、
誅
辞
、
「
祭
鄭
可
斎
処
士
文
」
、
五
一
―
―

-
1
五
―
二
二
頁
。
「
（
可
斎
）
而
独
与
予
傾
蓋
相
契
、
予
亦
寡
儲
、
歓
治
無
幾
、
独
視
可

斎
猶
芝
蘭
玉
樹
也
。
既
而
可
斎
以
敗
介
受
侮
、
予
為
白
之
、
而
可
斎
之
徳
予
也
独
深
。
…
…
正
徳
辛
已
、
予
還
読
礼
、
敦
敦
哀
叛
、
而
可
斎
遠
過
、
慰
藉
衿

憧
、
家
届
十
載
、
不
煩
厭
訪
。
毎
一
衆
首
、
輛
連
旬
日
、
謁
然
骨
肉
之
誼
也
。
嘉
靖
戊
子
、
赴
召
北
上
、
明
年
遂
自
講
筵
左
遷
南
剣
、
可
斎
遠
自
海
上
操
舟

送
之
、
自
呉
歴
越
、
不
習
千
里
、
南
抵
閻
関
、
縫
維
難
別
。
…
…
猶
買
舟
騎
艤
訪
余
海
上
、
是
媒
世
情
交
合
者
耶
」
。

(46)

陸
深
『
懺
山
外
集
』
巻
九
、
「
南
遷
日
記
」
（
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
史
部
―
二
七
冊
・
伝
記
類
、
斉
魯
書
社
、
一
九
九
六
年
）
六
三
三
頁
。

(47)

陸
深
『
懺
山
集
』
巻
六
七
、
墓
誌
銘
六
、
「
処
士
鄭
可
斎
墓
誌
銘
」
、
四
―
―
―
―
一
頁
。
「
正
徳
間
、
為
郷
人
嫁
禍
、
郡
太
守
遂
当
以
大
罪
、
而
可
斎
実
他
出
無

与
。
艇
走
京
師
、
聞
其
事
子
朝
、
乃
械
系
御
史
台
、
種
種
白
其
事
、
尽
釈
」
。
ま
た
、
下
前
掲
「
明
代
鄭
舜
功
籍
貰
、
生
平
事
跡
及
出
使
日
本
考
」
七
一
一
頁

所
引
『
双
橋
鄭
氏
宗
譜
』
も
参
照
。

(48)

藤
井
前
掲
「
新
安
商
人
の
研
究
（
四
完
）
」
―
-
六
頁
‘
-
＝
二
頁
。

(49)

嘉
靖
『
徽
州
府
志
』
（
『
北
京
図
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
』
二
九
、
書
目
文
献
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
巻
四
、
郡
県
職
官
志
、
国
朝
知
府
、
九
五
頁
。
「
南

寿
、
南
直
隷
蒲
城
県
人
、
由
進
士
嘉
靖
七
年
任
」
。

(50)

陸
深
『
傲
山
集
』
巻
五
二
、
記
一
、
「
徽
守
南
侯
復
役
記
」
、
一
―
―
―
―
二
頁
、
「
先
是
、
蕪
湖
役
（
夏
注
品
駅
）
夫
、
使
徽
代
之
、
繁
昌
祗
候
、
使
徽
又
代
之
。

当
塗
之
民
、
復
謀
以
南
京
兵
馬
司
弓
兵
凡
四
十
八
名
、
歳
以
銀
計
者
数
百
、
改
派
子
徽
、
徽
弗
堪
癸
。
由
是
歓
・
休
・
績
・
祁
．
剪
．
婆
六
県
之
民
交
訴
子

朝
。
事
下
撫
臣
、
都
御
史
毛
公
（
夙
陽
巡
撫
毛
思
義
）
馳
檄
属
郡
、
議
其
便
不
便
者
。
…
…
林
侯
（
知
府
林
鍼
）
日
『
徽
善
買
、
多
富
商
、
是
民
力
有
余

也
。
改
派
便
』
。
南
侯
（
知
府
南
寿
）
日
『
徽
地
狭
、
民
不
容
居
、
故
逐
末
以
外
食
。
商
之
外
富
、
民
之
内
貧
也
。
…
…
按
『
会
典
』
、
則
戸
口
之
耗
者
且

半
。
凡
皆
役
之
重
也
。
…
…
顧
可
謂
徽
富
、
而
嫁
役
乎
』
」
。

(51)

陸
深
「
徽
守
南
侯
復
役
記
」
、
三
ニ
―

I-
―
―
―
―
―
一
頁
。
「
徽
父
老
鄭
廉
言
子
深
日
『
…
…
南
侯
之
治
徽
―
二
載
芙
、
善
政
以
十
百
計
、
最
得
其
民
心
者
、
復
役

一
事
尤
矩
、
子
徽
蓋
百
世
功
也
』
…
…
J
o

(52)

陸
深
「
徽
守
南
侯
復
役
記
」
、
三
ニ
ニ
頁
。
「
深
聞
之
曰
『
善
乎
、
侯
之
治
徽
也
。
…
…
雖
古
循
良
、
伐
以
加
此
、
適
侯
有
考
之
行
、
因
録
為
贈
。
将
以
聞

子
当
寧
、
併
以
慰
徽
人
之
心
』
」
。
明
代
の
地
方
官
は
就
任
か
ら
―
―
-
•
六
・
九
年
ご
と
に
、
北
京
に
赴
い
て
吏
部
・
都
察
院
に
お
い
て
勤
務
評
定
を
受
け
た
の
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ち
、
皇
帝
に
謁
見
し
た
（
朝
観
考
察
）
。
和
田
正
広
『
明
清
官
僚
制
の
研
究
』
（
汲
古
書
院
、
二

0
0
1
1
年
）
第
十
章
「
朝
歎
考
察
制
度
の
創
設
」
三
六
八
ー

三
八

0
頁
。
車
恵
媛
「
明
代
に
お
け
る
考
課
政
策
の
変
化
ー
考
満
と
考
察
の
関
係
を
中
心
に
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
第
五
五
巻
四
号
、
一
九
九
七
年
）
一

O
S
一
九
頁
参
照
。

(53)

『
世
宗
実
録
』
巻
一
四
六
、
嘉
靖
十
二
年
正
月
壬
申
条
、
三
三
九
三
頁
。
『
世
宗
実
録
』
巻
一
七
二
、
嘉
靖
十
四
年
二
月
己
酉
条
、
三
七
四
二
頁
。
『
世
宗

実
録
』
巻
一
九
四
、
嘉
靖
十
五
年
十
二
月
庚
子
条
、
四
一

0
三
頁
。

(54)

『
世
宗
実
録
』
巻
二

0
九
、
嘉
靖
十
七
年
一
一
月
壬
戌
条
、
四
三
三
二
頁
。
『
世
宗
実
録
』
巻
二
ニ
一
、
嘉
靖
十
八
年
二
月
癸
丑
条
、
四
五
九
二
頁
。
『
世
宗

実
録
』
巻
二
八
八
、
嘉
靖
二
十
三
年
七
月
壬
戌
条
、
五
五
五
七
頁
。

(55)

徐
階
(
-
五

0
三
S
一
五
八
―
―
-
）
、
南
直
隷
松
江
府
華
亭
県
の
人
、
嘉
靖
二
(
-
五
ニ
―
―
l

)

年
の
進
士
。
嘉
靖
一
一
八
(
-
五
四
九
）
年
に
礼
部
尚
書
、
嘉

靖
四
二
(
-
五
六
三
）
年
に
内
閣
首
輔
と
な
っ
た
（
川
勝
守
「
徐
階
と
張
居
正
」
（
『
山
根
幸
夫
教
授
退
休
記
念
明
代
史
論
叢
』
上
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
九

0
年
）
―
-
四
三
＼
二
六
一
頁
）
。
徐
階
は
陸
深
の
文
集
の
序
文
を
執
筆
し
て
お
り
、
ま
た
嘉
靖
三
一
(
-
五
五
二
）
年
に
彼
が
入
閣
し
た
際
に
は
、
陸
深
の

子
陸
揖
が
祝
賀
の
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。
（
徐
階
『
世
経
堂
集
』
巻
一
三
、
序
三
、
「
陸
文
裕
公
集
序
」
。
陸
揖
『
兼
酸
堂
稿
』
巻
四
、
「
上
徐
少
湖
閣
老
書
」
。

柴
志
光
・
謝
沢
為
編
著
『
浦
東
名
人
書
簡
百
通
』
上
海
遠
東
出
版
社
、
二

0
―
一
年
、
「
陸
揖
至
徐
階
信
」
、
二
七
一

1-S
二
七
四
頁
参
照
）
。

(56)

川
勝
守
に
よ
れ
ば
、
徐
階
は
嘉
靖
後
期
の
朝
廷
に
お
い
て
内
閣
首
輔
厳
嵩
の
一
党
と
対
立
す
る
一
方
、
陽
明
学
・
出
身
地
・
科
挙
同
年
の
関
係
を
中
核
と

し
て
人
脈
を
形
成
し
、
特
に
「
嘉
靖
三
一
年
以
降
の
倭
寇
に
対
応
し
た
兵
部
尚
書
・
南
京
兵
部
尚
書
、
さ
ら
に
現
地
司
令
官
の
総
督
・
巡
撫
、
そ
れ
ら
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
が
徐
階
派
の
人
脈
で
固
め
」
た
と
い
う
。
鄭
舜
功
を
日
本
に
派
遣
し
た
浙
直
総
督
楊
宜
も
、
徐
階
と
同
年
の
進
士
で
あ
り
、
相
互
に
書
簡
を
交

わ
し
て
い
る
（
川
勝
守
前
掲
「
徐
階
と
張
居
正
」
。
徐
階
『
世
経
堂
集
』
巻
三
三
、
書
二
、
「
与
楊
裁
惹
総
督
」
・
「
復
楊
裁
惹
」
・
「
復
楊
裁
惹
」
）
。

(57)

下
前
掲
「
明
代
鄭
舜
功
籍
貰
、
生
平
事
跡
及
出
使
日
本
考
」
七
二
＼
七
三
頁
、
神
戸
前
掲
「
鄭
舜
功
と
蒋
洲
」
―
―
―
―

-s-
―
四
頁
。

(58)

胡
桂
奇
『
胡
公
行
実
』
四
六

0
頁。

(59)

下
前
掲
「
明
代
鄭
舜
功
籍
貫
、
生
平
事
跡
及
出
使
日
本
考
」
七
三
頁
。

(60) 
中
島
楽
章
「
海
商
と
海
賊
の
あ
い
だ
I

徽
州
商
人
と
後
期
倭
寇
」
（
東
洋
文
庫
編
『
東
イ
ン
ド
会
社
と
ア
ジ
ア
の
海
賊
』
勉
誠
出
版
、
二

0
一
五
年
）

一
四
五
ー
一
五
五
頁
。
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東
洋
史
論
集
五
〇

(61)

鄭
舜
功
『
日
本
一
鑑
』
窮
河
話
海
、
巻
六
、
流
逍
‘
―
二
頁
表
。
「
備
按
、
…
…
許
四
偶
乱
海
洋
、
罪
逆
深
重
、
又
況
不
従
招
諭
、
常
赦
不
原
。
其
生
檎

帰
軍
門
而
軽
縦
之
、
渠
魁
既
縦
、
協
従
則
亦
可
縦
癸
。
向
使
深
根
固
菩
子
夷
島
、
以
醸
無
究
（
夏
注
る
窮
）
之
禍
癸
」
。
同
、
一
三
頁
表
、
一
三
頁
裏
。
「
備

按
得
、
直
本
是
遊
民
、
初
以
図
利
下
海
、
故
無
酋
長
之
号
、
不
過
頭
目
之
称
、
藍
因
庚
戌
・
辛
亥
・
壬
子
歳
奉
檄
拳
賊
、
是
故
負
名
。
既
負
虚
名
、
東
南
向
受

実
禍
癸
。
且
如
直
者
、
固
深
夷
島
、
積
今
不
知
幾
多
耶
。
書
云
『
熾
廠
渠
魁
、
協
従
岡
治
』
。
久
無
一
決
、
縦
之
深
固
、
而
乃
究
兵
、
笑
為
長
治
久
安
之
道
」
。

(62)

鄭
舜
功
「
日
本
一
鑑
』
窮
河
話
海
、
巻
六
、
海
市
、
三
頁
表
。
「
歳
丙
午
、
許
ニ
・
許
四
因
許
一
・
許
三
事
故
、
所
欠
番
人
貨
物
無
償
、
却
以
姦
党
子
直

隷
・
蘇
松
等
処
地
方
誘
騒
良
民
、
収
買
貨
財
到
港
、
許
ニ
・
許
四
陰
喉
番
人
捨
奪
、
陽
則
寛
慰
被
害
之
人
、
許
償
貨
価
」
。
藤
井
前
掲
「
新
安
商
人
の
研
究

（
二
）
」
―
1
0
二
頁
、
中
島
前
掲
「
海
商
と
海
賊
の
あ
い
だ
」
一
四
八

s
一
四
九
頁
参
照
。
な
お
、
岡
美
穂
子
は
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
メ
ン
デ
ス
・
ピ
ン
ト
『
東
洋

遍
歴
記
』
（
メ
ン
デ
ス
・
ピ
ン
ト
著
、
岡
村
多
希
子
訳
『
東
洋
遍
歴
記
』
三
、
平
凡
社
、
一
九
八
0
年
）
の
第
二
ニ
―
章
「
ど
の
よ
う
に
シ
ャ
ン
ペ
イ
ロ
島

か
ら
サ
ン
シ
ャ
ン
島
へ
、
そ
こ
か
ら
ラ
ン
パ
カ
ウ
ヘ
行
っ
た
か
、
シ
ナ
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
二
集
落
に
起
こ
っ
た
二
つ
の
惨
事
に
つ
い
て
語
る
」
に
も
上
記

の
『
日
本
一
鑑
』
の
記
事
と
類
似
す
る
事
件
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
両
者
が
同
一
の
事
件
に
由
来
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
岡
美
穂
子

『
商
人
と
宣
教
師
ー
南
蛮
貿
易
の
世
界
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
0
1
0
年
）
第
一
章
「
南
蛮
貿
易
前
史
」
三
九
頁
。

(63)

鄭
舜
功
『
日
本
一
鑑
』
窮
河
話
海
、
巻
六
、
流
迪
、
一
―
頁
裏
。
「
嘉
靖
丁
巳
春
正
月
辛
已
、
賊
首
許
四
帯
同
家
小
匿
汀
戟
、
以
侯
許
二
回
船
装
載
入
倭
゜

惟
時
布
衣
鄭
舜
功
使
日
本
還
、
道
経
汀
韻
、
訪
知
許
四
縦
跡
、
招
諭
不
従
、
檎
至
総
督
軍
門
。
賊
党
有
事
軍
門
者
、
謀
請
寛
待
、
縦
放
湖
広
鎮
渓
衛
、
従
戌

終
身
」
。

(64) 
鄭
舜
功
『
日
本
一
鑑
』
窮
河
話
海
、
巻
六
、
海
市
、
四
頁
裏
。
「
姦
民
罪
犯
深
重
者
、
移
家
受
塵
子
夷
島
、
深
根
固
菩
乎
其
間
、
籍
以
買
売
之
名
、
用
其

賊
寇
之
計
、
淀
去
淀
来
、
東
南
多
事
」
。

(65)

同
、
巻
八
、
評
議
、
一
―
頁
表
。
「
既
入
其
境
、
得
知
流
迪
之
淵
藪
、
姦
究
之
盤
根
、
必
須
抜
本
塞
源
而
禍
始
息
。
諭
之
使
禁
、
但
治
病
之
標
、
未
究
其

本
也
」
。

(66)

鄭
舜
功
『
日
本
一
鑑
』
窮
河
話
海
、
巻
八
、
評
議
、
四
頁
裏
。
「
賊
寇
年
来
、
痛
靡
国
用
、
…
…
未
若
授
其
不
急
之
貢
物
、
使
守
祖
宗
之
成
法
、
全
活
有

用
之
辺
恨
、
駅
夷
之
道
得
癸
」
。
同
‘
1
0
頁
表
。
「
夫
厳
守
備
亦
不
得
不
然
、
杜
門
殺
賊
、
似
非
長
策
。
…
…
倭
奴
自
祖
宗
朝
効
其
職
貢
、
已
非
一
日
。
遁

朝
廷
準
令
遣
使
移
檄
往
諭
、
実
属
招
来
之
意
、
以
開
其
補
過
之
門
」
。
同
上
、
一
―
頁
表

1
-
―
頁
裏
。
「
私
商
之
路
不
窒
、
則
姦
盗
之
禍
不
息
。
姦
盗
之
禍
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不
息
、
則
来
王
之
道
不
通
」
。

(
6
7
)趙
文
華
•
原
実
甫
『
嘉
靖
平
倭
祗
役
紀
略
』
（
江
蘇
揚
州
人
民
出
版
社
、
一
九
六
一
年
）
巻
―
―
-
、
「
諭
日
本
疏
」
、
ロ
一
頁
。
李
認
『
戒
庵
老
人
漫
筆
』
（
中

華
書
局
、
一
九
九
七
年
）
巻
五
、
「
蒋
陳
二
生
」
、
一
八
六
頁
。
東
京
史
料
編
纂
所
所
蔵
「
蒋
洲
容
文
」
。
山
崎
前
掲
「
舶
主
王
直
功
罪
考
（
後
篇
）
」
一
〇
八

真
一
三
九
頁
注
五
四
と
鹿
毛
前
掲
「
十
五
・
十
六
世
紀
大
友
氏
の
対
外
交
渉
」
二
八
頁
を
参
照
。

(68)

神
戸
前
掲
「
鄭
舜
功
と
蒋
洲
」
―
一
五
頁
。

(69)

鄭
舜
功
『
日
本
一
鑑
』
窮
河
話
海
、
巻
八
、
評
議
、
一

0
頁
表
。
「
選
朝
廷
準
令
遣
使
移
檄
往
諭
、
実
属
招
来
之
意
、
以
開
其
補
過
之
門
。
但
奉
使
者
不

能
直
達
子
倭
王
、
而
徒
以
私
意
簡
率
行
之
、
欺
岡
観
聴
、
…
…
功
往
諭
日
本
子
豊
後
、
時
値
彼
匪
人
忌
功
忠
義
、
陰
謀
祖
抑
、
密
令
沈
孟
綱
等
齋
書
往
諭
倭

王
」
。
同
、
巻
九
、
接
使
、
七
頁
表
。
「
功
按
大
体
、
必
先
暁
諭
日
本
国
王
、
乃
得
遍
行
通
過
、
協
一
禁
止
。
我
舟
因
風
不
可
迂
海
、
又
按
豊
後
且
有
姦
究
顛

倒
其
間
、
功
加
深
慮
、
随
為
批
書
与
従
事
沈
孟
綱
・
胡
福
寧
潜
済
二
海
、
暁
諭
日
本
王
」
。
同
、
巻
六
、
流
逍
‘
―
二
頁
裏
。
「
乃
以
従
事
沈
孟
綱
・
胡
福
寧

齋
執
批
書
往
諭
日
本
国
王
源
知
仁
、
獲
其
聴
信
」
。
神
戸
前
掲
「
鄭
舜
功
と
蒋
洲
」
―
―
五

1
-
―
六
頁
参
照
。

(70)

鄭
舜
功
『
日
本
一
鑑
』
窮
河
話
海
、
巻
九
、
接
使
、
七
頁
裏
。
神
戸
前
掲
「
鄭
舜
功
と
蒋
洲
」
―
―
六
頁
。

(71)

鄭
舜
功
『
日
本
一
鑑
』
窮
河
話
海
、
巻
六
、
流
逓
‘
―
二
頁
裏
。
神
戸
前
掲
「
鄭
舜
功
と
蒋
洲
」
―
―
五

1
-
―
七
頁
参
照
。

(72)

鄭
舜
功
『
日
本
一
鑑
』
窮
河
話
海
、
巻
七
、
奉
貢
、
六
頁
表
。

(73)

鹿
毛
前
掲
「
＋
五
・
十
六
世
紀
大
友
氏
の
対
外
交
渉
」
一
＼
三
三
頁
。

(74)

『
世
宗
実
録
』
巻
四
五

0
、
嘉
靖
三
十
六
年
八
月
甲
辰
条
、
七
六
四
九
S
七
六
五

0
頁
。
鹿
毛
前
掲
「
十
五
・
十
六
世
紀
大
友
氏
の
対
外
交
渉
」
二
七
頁
、

田
中
前
掲
「
明
人
蒋
洲
の
日
本
宣
諭
」
三
二
三
頁
。

(75)

『
世
宗
実
録
』
巻
四
五
三
、
嘉
靖
三
十
六
年
十
一
月
乙
卯
条
、
七
六
七
六
＼
七
七
七
七
頁
。
『
世
宗
実
録
』
巻
四
七
四
、
嘉
靖
三
十
八
年
七
月
戊
子
条
、
七

九
五
四
頁
。
鹿
毛
前
掲
「
十
五
・
十
六
世
紀
大
友
氏
の
対
外
交
渉
」
三

0
頁
参
照
。

(76)

『
世
宗
実
録
』
巻
四
六
五
、
嘉
靖
三
十
七
年
十
月
辛
亥
条
、
七
八
四
五
＼
七
八
四
六
頁
。
『
世
宗
実
録
』
巻
四
七
四
、
嘉
靖
三
十
八
年
七
月
戊
子
条
、
七
九

五
四
頁
。
『
世
宗
実
録
』
巻
四
六
六
、
嘉
靖
三
十
七
年
十
一
月
丙
戌
条
、
七
八
五
七
頁
。
鹿
毛
前
掲
「
十
五
・
十
六
世
紀
大
友
氏
の
対
外
交
渉
」
二
九
＼
三

0
頁
参
照
。
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鹿
毛
前
掲
「
十
五
・
十
六
世
紀
大
友
氏
の
対
外
交
渉
」
二
七
＼
―
-
八
頁
。
山
崎
前
掲
「
舶
主
王
直
功
罪
考
（
後
篇
）
」
―
-
―
-
三
頁
。

車
前
掲
「
1
6
刈
719
国。ス
4

叫
南
倭
叫
到
叫
封
．
貢
・
市
」
(
-
六
世
紀
、
明
朝
の
南
倭
対
策
と
封
．
貢
・
市
）
七
七
＼
八
六
頁
。

田
中
前
掲
「
明
人
蒋
洲
の
日
本
宣
諭
」
＝
三
―
―
―

1
三
二
四
頁
。

(77)

『
世
宗
実
録
』
巻
四
七
一
、
嘉
靖
三
十
八
年
四
月
乙
卯
条
、
七
九
一
七
＼
七
九
一
八
頁
。
神
戸
前
掲
「
鄭
舜
功
と
蒋
洲
」
―
一
七
頁
参
照
。

(78)

鄭
舜
功
『
日
本
一
鑑
』
窮
河
話
海
、
巻
八
。
「
参
将
張
四
維
…
…
卒
殺
（
内
姦
呉
）
四
郎
及
夷
伴
。
夫
此
夷
伴
、
蓋
使
招
来
貢
者
、
固
不
可
殺
」
。
同
、
四

頁
裏
。
「
招
来
貢
夷
、
況
既
殺
之
、
今
其
貢
使
、
必
不
復
至
、
流
逍
得
遂
深
固
之
謀
」
。

(79)

鄭
舜
功
『
日
本
一
鑑
』
窮
河
話
海
、
巻
七
、
授
節
、
二
三
頁
表
。
こ
こ
で
い
う
「
旧
例
」
と
は
洪
武
一
四
(
-
三
八
一
）
年
に
日
本
使
節
の
如
瑶
ら
が
胡

惟
庸
の
謀
反
に
関
与
し
た
と
し
て
、
映
西
・
四
川
に
発
遣
さ
れ
た
こ
と
を
指
す
。

(80)

鄭
舜
功
『
日
本
一
鑑
』
窮
河
話
海
、
巻
六
、
海
市
、
六
頁
表
。

(
8
1
)胡
桂
奇
『
胡
公
行
実
』
四
六
0
頁
。
「
（
鄭
舜
功
）
至
是
挟
夷
僧
清
授
師
徒
数
人
、
款
定
海
関
。
謁
公
、
抗
言
『
欲
靖
海
波
、
必
須
直
・
浙
•
福
三
省
効
広

東
南
澳
開
市
貿
易
、
則
倭
患
想
』
。
反
復
数
百
語
」
。

(82)

夏
歓
「
一
六
世
紀
中
葉
、
広
東
南
澳
島
の
海
上
貿
易
」
（
『
社
会
経
済
史
学
』
第
八
七
巻
三
号
、
―

1
0
―
二
年
）
五
五
＼
八
一
頁
。

(83)

胡
桂
奇
『
胡
公
行
実
』
四
六

0
頁
。
「
公
徐
詰
日
、
汝
以
平
民
赴
奏
、
隻
身
往
諭
禁
賊
、
何
故
又
偶
開
市
之
説
？
我
守
臣
但
知
張
皇
天
討
、
振
揚
国
威
、

以
服
遠
夷
耳
。
開
市
之
説
、
非
所
宜
聞
。
況
禿
奴
藉
姦
民
勾
引
、
深
入
内
地
、
東
南
数
千
里
、
機
抒
一
空
。
殺
捕
淫
虐
惨
不
忍
言
、
此
我
赤
子
不
共
戴
天
之

仇
、
今
幸
削
平
諸
逆
、
癒
痰
未
起
、
又
可
復
使
此
輩
貿
易
乎
？
且
此
僧
来
、
何
為
者
？
」
。

(84)

同
上
。
「
舜
功
誇
清
授
為
倭
人
信
重
、
号
曰
国
師
、
彼
中
事
体
皆
能
張
主
、
帯
之
還
朝
、
廟
堂
一
詢
、
即
知
彼
国
之
詳
。
爺
言
固
妙
、
然
必
終
由
開
市
以

寧
地
方
」
。

(85)

同
上
。
「
公
乃
行
三
司
議
審
、
館
清
授
子
浄
寺
覇
侯
、
舜
功
劾
其
挟
夷
求
市
之
故
、
先
皇
怒
錮
清
授
子
遠
地
、
舜
功
擬
戌
、
事
遂
寝
」
。

(86)

鄭
舜
功
『
日
本
一
鑑
』
窮
河
話
海
、
巻
八
、
評
議
、
九
頁
表
。

(
8
7
)岩
井
茂
樹
『
朝
貢
•
海
禁
．
互
市
こ
近
世
東
ア
ジ
ア
の
貿
易
と
秩
序
』
第
四
章
「
十
六
世
紀
中
国
に
お
け
る
交
易
秩
序
の
模
索
と
互
市
」
二0
1
~
ニ
―

七
頁
。

(88) 

(89) 

(90) 

東
洋
史
論
集
五
〇

-56-




